
蝉
鯨繍
蟻盆

、灘鰐
叢

.
盤

、

輪
柵

…叢

地

方

所
得

税

と
他

地
方

交

渉

問

題

…

唯

物

史
観

公

式

中

の

一
句

に
就

て
・.・

猫

逸

流

通

税

の
攣

革

,.・.・

隣
阿

恐
調

取

引

所

改

善

の
要

鮎

…
…
・.,,

注

意

す

べ
き

小

作

人

問

題

..

講

苑

生

計

費

研

究

法

を

論

ず

…
,
,.
..

所

得

分

配

統

計

..・…

・…
一・…

・..…

…

皿雑

録

ブ

レ

ー

フ

ェ
ー

ア

の

統

計

要

覧

・,・

ビ

ユ
ッ
ヒ

ャ
ー

文

庫

-
…

.

自

由

貨

幣

運

動

…
.,.・…
,,

…
注
學
博
士

…
法
學
博
士

…
法
學
博
士

小 河 憩

　1上 戸
太 正

郎 肇 雄

・・
注
學
博
士

戸

田

海

市

…
注
學
博
士

河

田

嗣

郎

…
渋
墨
博
士

森

本

厚

吉

…
注

學

士

汐

見

三

郎

…
注
學
博
士

…
渋
墨
博
士

…
渋
墨
博
士

財

部

静

治

小
川

郷

太
郎

河

田

嗣

郎
一一一}一 一一國P}

了

.

`
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論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
凋
逸
礎
制

の
攣
革
な
論
ず

(二
)

第
十
二
巻

(第
三
馳批

二
八
)

三
七
二

醒

`

戦
時
戦
後

に
於
け
る
猫
.逸
税
制
の
憂
革
な
論
ず
.
(
二
)

畠

小

川

郷

太

郎

塑
鱒講
灘
鞭
灘

南ず

識

麟

　辮
緯
　下
.

、

余

は
前

號

に
於

て

ω
o
プ
雪

N
の

剛
ぢ

塁

母
需

ま
く

第

三
十
四

巻

乃

至
第

三

十
六
巻

な

手
に

す

る
・
㌔ヒ
が
出

來

な

い

の
で

参

考
し

得
な

い
こ

ご

ロ

な
断

っ
て
置
い
た
が
、
最
近

ビ
ュ
ッ
ヒ
ヤ
i
文
庫
が
到
来
し
て
、
其
中
ド
上
掲
の
雑
誌
が
あ
ろ
の
為
巖
見
し
た
、
此
論
文
に
は
之
な
参
考

す
る

こ
ご
が
出
來
た
。

流

通

税

の

攣

革

余

は
前
號
に
於

て
戦
時
戦
後

の
税
制
を
論
じ
、
消
費
税
が
如
何
に
改
革
せ
ら
れ
た
か
の
概
要
を
述

べ
た
、

じ
於
て
は
流
通
税
の
攣
革
を
叙
し
、
其
税
の
中
に
含
ま

っ
て
居
る
各
税
の
概
要
を
述

べ
て
見
や
う
ビ
思

ふ
。
木
號

、



難

の
流
通
税
は
大
戦
前
迄
は
印
紙
税
の
名
の
下
に
包
括

せ
ら
れ
て
る
π
、
其
印
紙
視

に
は

骨
牌
印
紙
婁

・

ラ

手
形
印
紙
税
ざ
帝
国
印
紙
税
ご
の
三
が

あ

っ
た
、

而

し
て

其
帝
国
印
紙
視

な
る
も
の
は
、
σ
宿
便
證
券
獲
行
視

(
明蓼

。・葺

.・・量

・
會
肚
契
約
書
税
、
公
笹

債
窺

、
享
樂
読
書
及
類
似

の
有
馨

窺

、
ρ
配
賞
募

札
井

に
利
札

の
交
附
税

(6
巴
。塁
冨
自
こ
、

3一

取
引
所

取
引

税

(
取
極
書

視

ω
。三
島
誓
9
9
曇

。⊆
。.
)
、

ほ
富
籤
券
視

、
ゆ

荷

物
證
券
税
・
の
乗
車

券
枇
、
7
良
動
車
税

、
8

重
役

報

酬
視
、
9
小
切
手
視

、
㈹
不
動
産

移
轄
税

、
但
保

険
證

券

椀
よ
り
成

b
立

っ
て
る
π
。
虎
　が
戦

時
中

に
於

て
小
切
手

税

は
廃

せ
ら

れ

(
　
九

二

八
年

十
二
月
三

十

一
日
X

乗
車
券
視
は
印
紙
税
よ
最

除
か
れ
る
こ
く

な
り
、
之
高

聴
に
馨

貨
物
蓮
窺

二

塑

七
年
四
月
八
日

の
法
律
)
ε

い
ふ
猫
立
の
視
が
成
立
し
だ
、
蚤

後
に
至

っ
て
も
、
不
動
産
移
縫

が
印
紙
税
よ
最

除
か
れ
る

こ
ε

＼
な
り

、
之

ご
同
時

に
土
地
獲

得
税

(
一
九

一
九

年

の
注
庫

)
ビ

い
ふ
猫

立

の
税
が
成

立
し
た
。

戦
瞥

於
て
は
叉
商
品
取
引
税
(
元

二
八
年
六
月
二
+
六
日
の
法
律
に
依
り
ピ

い
ふ
も
の
が
帝
国
印
紙
税
中

に
加

へ
ら
れ
た
が
、
後
に
至
て
印
紙
税
ご
分
離
し
て
濁
立
の
取
引
税
(
一
九

一
八
年
七
月
二
十
六
日

の
法
律
)
ε
い

ふ
も
の
に
獲
達
し
た
。
.

.

.
此
ー
-
・
て
猫
逸

の
郎
紙
税
は
戦
時
戦
後
に
至
.つ
て
自
ら
分
解
作
用
を
起
す
こ
ε
に
な
っ
た
、
其
結
果
流
通
税
は

印
紙
勢

以
て
統

一
せ
な

い
で
、
そ

の
凋
立
撃

以
て
組
み
立

つ
ε

い
ふ
嚢

を
あ
ら
は
し
て
來
た
。
舞

便

電
信
税
も
起
さ
れ
た
-
是
れ
も
亦
流
通
税
ε
看
做

さ
ね
ば
な
ら
阻
、
そ
れ
で
戦
時
戦
後
に
至
て
は
濁
逸

の
流
通
税

論

叢

戦
時
覆

に
於
げ
ろ
鍵

購

の
饗

藷

丈

一;

第
+
二
巻

(第
三
號

二
九
)

三
七
三

、



論

叢

職
.時
職
後
に
於
げ
ろ
濁
逸
税
制
の
愛
車
な
論
ず
(
二
V

第
十
二
巻

(第
三
號

三
〇
)

三
七
四

は
.
印
紙
税

、
土

地
獲

得
税

、
旅
客

貨
物

運
逡
視

、
取

引

税
、
郵
便
電

信
視

よ
り
成

り
立

っ
て
み

る
こ

ご
に
な

っ

た
。

此
中
土
地
獲
得

椀
は
他

の
國
に
於

け
る
登
録

税

に
該

賞
す

る
も

の
で
あ

る
、
印
紙

税

ざ
土

地
獲
得

槻
は
、
畢

者

の
所

謂
債
傳
流

通
挽
を
形
く

る
も

の
で
あ

る
、
取
引

税

、
旅

客
貨
物
運
逡
視

等
は
、
學
者

の
所
謂
財
産

流
通
税

を
形
く

る
も

の
で
あ

る
、
以
下
各
税

に
就

て
其
概

要

を
述

べ
て
見
や
う

ご
思

ふ
。

一
、
印

紙

税

戦
前

に
於
て
印
紙
税

ε
省

け
ら

れ
紀
も

の
が
三

つ
あ

っ
だ

こ
`
は
前

に
述

べ
た
通
り
で
あ

る
が
、
此
中

の
骨
牌

印
紙
税

は
戦
時

に
至

て
消
費
視

ε
看
做

さ
る

、
こ

・し

、
な

っ
た

、
そ

こ
で
印
紙
税

ご
し
て
残

る
所
は
手
形
印
紙

税

ざ
帝
國

印
紙
税
ε

の
二

ξ
な

っ
た
、
此
二
者

は
理

論
上

よ
b

分
れ
て

み
る
の
で
な

く
、
沿
革

L⊥
よ
り

分
れ
て

み
る

に
過

ぎ
な

い
、
今
両
者

に
就

て
戦

時
中

の
改

正
を
調

べ
て
見
や

う
。

帝
國
印
紙
税

の
改
正

市
塵
せ
ら

れ
に
も

の
、
他

の
凋

立
椀

こ
な

っ
て
移
b
攣

つ
セ
も

の
は

、
既

に
述

べ
た

れ
ば

之
を
再

び
贅

せ
な

い
ε
し
て
、
藪

に
は
新

に
加
は

つ
た

も

の
#

に
税
率

の
攣

更

に
就

て
述

べ
る
こ
ε

、
す

る
。

新

に
加

は

つ
て
來
た

も
の
は

、
第

　
に
は
商
品
取
引

税

で
あ

っ
た

が
、

そ
は
後

に
再

び
取

り
除

か

れ
る
こ
ε
に

な

っ
た
、
第

二
に
は
貨

幣
取
引

税

で
あ

っ
た
、

一
九

一
八
年
七
月

二
十
六

日
の
法
律

に
依

て
成

り
立

つ
だ
.
(税
表

第
十
號

)。

視
牽

熊
就
て
は

、

一
九

　
六

年
六
月
二
十
六
日

の
法

律

に
依

て
荷

物
證
券
挽

(舅
「四∩
洋
=葺
⊆コ
α
①コ
旨
。
ヨ
℃
巴

税
表

.



第
六
號
)
が
改
正
せ
ら
些

次
三

空

七
奮

一再

三
+
日
の
葎

に
依
て
不
動
産
移
韓
税
は

一
九
二
Q
年
三
月

三
十

一
日
迄
†
割
の
附
加
税
を
繊
績
す

る
こ
ご

、
な
り
、

一
九

一
八
年
七
月
二
十
六
日
の
法
律
に
依
り
會
肚
契
約

書
視
・
公
債
粧

窺

、
享
落

書
税
、
配
當
馨

札
弁

に
利
札
視
、
取
極
書
椀

税

表
第
.厩

よ
b
第
四
號

に

至

る
も

の
)
及

び
會

肚
重
役
報
酬

税
(
税
表

第
九
號

)
が
改
正

せ
ら

る
、
三

、、
ぺ
な

つ
π
。

今
税
率
の
改
正
せ
ら
れ
馨

部
分
の
み
に
就
て
之
を
検

し
、

充

一
三
年
の
視
薯

比
較
獣
照
し
、
戦
時
中
に

於
て
如
何
に
墓

が
事

な

っ
た
か
を
明
に
し
て
見
た

い
。
侮
新

に
加
恩
り
た
る
幕

取
引
税
の
税
率
竃

附
記

し

て

置

く

。

一九
三

年
の
高

印
紙
税
法
の
婁

ば
夢

號
に
於
美

難

記
し
書

い
た
が
、
喜

ば
比
馨

爲
め
長

辞

な
ろ
あ

禽

げ
て
置
く
、

税

率

難

課

物

件

劉

賄
製

謁

九
=
二酬

一

一

千
分
五

A
會
肚
契
約
書

国
内
外
画
に
於
げ
ろ
株
式
會
肚
、
株
式
合
資
曾
泄
の
設
立
及
滑
資

百
分
五

ポ

圃
銀
行
及
獅
難

民
熟

の
燈
質

百
分
三

国　

　

　

　

霧

難

野離

嬰
}

(

`

藩

の
獲
難

高

利
用
器

聾

れ
・

…

罷

⇔
b
合

名
脚
湘

、
合
資
會
壮
、
醤
業
の
日
的
心
有
す
ろ
民
法
上
の
會
泄
の
設
立
…

(最
小
限
二
〇
麻
)

の
舞

.
の
設
立
.登
錬
ゼ
。
も
の
、而
し
て
其
醤
業
強

将員
外
に
」

　

限
謎

)

論

叢

職
瞳

得

於
げ
る
濁
逸
脱
制
の
製
鑑

論
重

三

第
+
二
巻

(第
三
號

百
分
四
、
五

百
分
三

百
分

三

.

百

分
五

千

八・
.}

一景

-小
限

二
Q

麻

ご

一二

一
〕

三
七

王

百
分

二

千
分
.三



論

叢

職
、時
戦
後
に
燥
げ
る
猫
逸
税
制
の
攣
策
・な
論
ず
〔
二
一

第

†
二
巻

(第

三
胱

三

2
他
の
産
.業
組
合

(衡
業
.が
組
合
員

の
間

に
止

う
も
の
)
及
欝
業
の
目
的

な
有

ぜ
ざ
ろ
民
法
上
の
碑
壮
の
設
立

霧
過
渡
的
目
的
旭
有
す
る
民
法
上
の
會
杜
の
設
立

十 五

麻 麻

a
よ
り

c
に
至

ろ
税
は
公
共
團
醒
エ
リ
絹
緞
利
子
を
受
く
ろ
鐵
遣
會
砒
及
公
益

の
目
的
心
有
で
ろ

會
肚
及
組
合
に
は
之
奄
課
ぜ
な

い

)

)

)
)

●
■

d
-
前
掲

a
b
會
肚

に
劃
す
ろ
金
鐘
外

の
出
資

-
内
地
に
あ

る
土
地
及
び
土
地

の
上

に
在
す
る
物

麗
な
以
て
ず
る
出
資

2
特
許
権

、
商
標
権
、
其
他

の
工
業
所
有
襟
及
著
作
灌

猛

一

3
及
4
土
地

に
閲
す
ろ
堪
労
働
…叉
ば
譲
渡
樟
脳

6
其
他
の
清
瀬
な
以
て
す
ろ
出
資

相
続
者
の
み
に
依
て
組
織
ぜ
ら
撫
た

る
有
限
責
任
曾
祉

に
於
げ
ろ
澱
産
に
ほ
之
々
免
す

ー
ー

,

O
・
　

　

　

e
l
曾
凪
財
産

に
野
す

る
動
員
の
惜
利
の
譲
渡

イ
有
限
責

任
會
枇

の
肚
財
産

に
封
ず
る
耽
員
若
く
ば
相
鞭
人
の
横
利
為
、

會
肚
響
く
ば
其
他
の
肚
且
又
ば
第
三
者
に
田
渡
す
ミ
き

ロ
合
名
A
[
貧
民
法
上
の
會
祀

〔瞥
業

の
目
的
な
有
す
る
し

の
)
産
業
組
A14

(組
合
員
外
に
亘
り
御
菜
す
る
も
の
)
會
肚
財
産
に
封
ず

ろ
棒
利

の
譲

渡

2
會
砒
よ
り
肚
且
又

は
其
相
籔

人
の
特

「

殊
財
産
ミ
し
て
物
件
及
灌
利

の
譲
渡

會

祀

社

員
の

出
資

た

ろ

土
地
叉

ば
欄

利

が

ち
　　

　

　

ロ
　

f

定
歎

の
作
成

(

内
地
其
他
.」
あ

ろ
土
地
其
他

土

地

の
上
に
存
で
ろ

胸
髄
の
譲
渡
。

動
産

の
譲
渡
。

債
槌
の
凝
渡
。

%%
%

萬
分
五

千
分
五

(最
小
限

　
O
麻
)

萬
分
五

〔最
小
限
三
麻
)

%
%
努
%

萬
分
五

、
其

肚
負
若
く
ば
其

相
続
人

に
復
す
る
時
之
心
免
す

↓
こ

三
七
六

五

麻

+

麻
努%%
%%%

萬
分
五

一1ーー

千
分
二

千
分
二

萬
分
五
.

%
%
%
%

萬
分
五

一ー

戸



、

「

二

・

三
ヨ
A

1
鍍

山
同
業

組
合
の
定
歎

(
財
産

の
小

な
る
場
合
其
他
の
理
由

に
依
り
軽
減

2

c
に
掲
げ

た
ろ
會
冠
組
合
以
外

の
團
艦

の
定
歎
作
成

疾
病
金
庫

職
業
組
合
、
救
護

組
合
に
し
て
法
律
上
加
入
強
制
め
ろ
も
の

B
鑛
山
持
分
券

(内
d
莞

)

持
分
に
封
ず

ろ
携
込

(
其
螂
込
が
縄
瞥
の
振
失
心
補
填
す
る
が
爲
め
に
用
ひ

ら
れ
ざ
ろ
限
り
)

¶

C
外
国
株
券
及
假
株
券
、
そ
が
内
国

に
於
て
焚
附
威
分
質
入
ぜ
ら

る
㌧
ご
き
は

無
記
名
式
公
債
肚
債
券

の
丙
國

の
地
方
側
罷
、
地
方
團
膿
組
合

、地
方
圃
職
の
信
用
機
關

、不
動
産
銀
行
、

引
.
鐡
　追
會
祉
が
画
家
の
承

認
な
経

て
蛮
行
す

る
債
券

ラb
其
他
の
丙
國
社
債
券

C
外
周
の
地
方
圃
醒
及
其
組
合
井

に
鐵
道
曾
肚
の
債
券

×d
其
他
の
外
國

債
券

.

草
薬
艶
書
反
之

に
類
似

の
有
償
證
券

1
第

一
號
税
表
A
の

a
及
b
に
間
す
る
曾
池
が
失
に
れ

た
株
券
の
補
充
こ
し
て

く

く

ご

く

襯
行
す
み
場
合

.

2
其
他

の
内
圃
證
券

3
其
他

の
外
国

證
券

配
當
證
券
札
及
利
札
.

a
陶
画
法
人
の
配
當
證
券
札
川
有
償
證
券
の
額
孤
憤
格
に
封
ず

ろ

切
外
画
法
人
の
配
當
證
券
札
判
官
麻
及
其
端
数
に
射
し
二
麻
の
階
級

為
附

す

.
騨

表
=
ω
の
種
葎

學

・
翻

蓼

の
利
札

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
濁
逸
醗
制
の
攣
革
な
論
ず
三

)

第
+
二
魯

五
〇
〇
麻

一
〇
〇
歴

五
、
麻

、

無

税

一
通
毎

に
証
跡

百
分
五
.

百
分
五

(二
十
麻
毎

ド

一
席
)

千
分
五

百
分
三

百
分

一
牛

百
分

三

　

最

直
五言百二

踊 銀

五
〇
〇
麻

一
〇
〇
麻

五

麻

五

麻
.

百

分

三

百

分

三

〔-H
庶
母

に

⊥八
十
・山外
)

百
分
二
…

百
分
ニ
ー

千
分
二

(第
三
號

三
三
)

千
分
五

百
分
二

百
分

一

百
分
二

[

麻

三
〇
麻

四
〇
麻

IIIiI

百
分
二

百
分
二

百
分

一

千
分
五

百
分

一

一
九
麻

一
〇
麻

百
分

一
・

百
分

一

百
分

「

百
分

一

千
分
二

三
七
七

■



■
・

四六

論

叢

戦
時
戦
後

に
於
け

る
澗
逸
税
制
の
攣
草
な
論
守

(二
)

d
税
表
二
b
の
種
類

に
艦
す
ろ
丙
國
債
券
の
利
札

コ

う
ラ

e
種
表
二

c
d

の
種
類

に
属
す

る
外
画
債
券
の
利
札

第
+
二
巻

〔第

三
號

三
四

)

三
七
八

[

百 百'

分 分

.

千
分
五
.
千
分
五

千
分
五

千
分
五

筒
場
合
に
於

て
利
札
が
十
年
以
上
に
亘
る
も
の
な
含
む

ご
き
ば
十
年
か
超

一9
る
年
に
射
し
て
ば
各
年
毎

に
十
分

一
宛
税
率
准
増
す

帝
国
及
沓
聯

邦
の
公
債
の
利
札

井
に
免
税
ぜ
ら

ろ
、
株
式
會
肚
の
配
當
證
券
及
有
慣
證
券
搬
行
の
際
に
交
附

ぜ
ら
れ
た
ろ
利
札
及
配
當

燈
雰
に
し
て
十
年
以
上

に
亘
ら
な
い
も
の
ば
之
た
免
す

ろ

取
引
所
取
極
書

ラa
有
偵
證
券
取
引
の
取
極
書

-
帝
国
公
債
證
券
戦
時
よ
71

平
和
條
約
締
結
迄
張
行
ぜ
ろ
公
債
の
壷
買

2
其
他
の
帝
国
公
債
證
券
各
聯

邦
公
債
證
券
の
盛
買

3

a
丙
國

の
地
方
債
券
及
び
其
他
肚
債
券

(
二
a
税
表
)
の
貸

費

b
外
団
団
家
團
艦

の
公
倍
.券
及
鐵
遣
會

融
の
肚
債
券

,

4
其
他
の
債
券

N5
丙
國
及
外
国
の
株
券
井
に
鑛
山
持
分
券

ラ6
外
国
銀
行
券
、
紙
幣

、
貨
幣

う
く
b
取
引
所
に
於
け
る
商
品
取
引
の
取
極
書

萬
分

二

萬
分
四

萬
分
六

萬
分
入

.

萬
分
+

萬
分
二
+

、

萬
分
二

萬
分
四

一

萬
分
二

萬
分
二
畠

萬
分
二

萬
分
二

萬
分
三

鑛
山
持
分
株

(萬
分
+
)

萬
分
二

萬
分
四

萬
分
二

萬
分
二

萬
分
四

萬
分
六

萬
分
八

萬
分
†
七

有
偵
證
券

の
壷
貿
取
引
が
銀
行
業
為
螢
む
者
の
間
に
於
て
若
く
に
取
引

所
仲
買
人
の
間
に
於
て
行
に
れ
た
ξ
春
は
、
税
率

な
軽
減
す
ろ

即
ち
一
に
萬
分

㎝
、
2
ば
萬
分

二
、
3
に
萬
分
三
、
4
悔
萬

分
四

、
5

ば
萬
分
の
五
ε
な

る
の
で
あ

ろ

帝
國
井
に
各
聯
邦
が
公
債
な
盛
り
出
す
ご
春
及
び
帝
圃
及
聯
邦
の
大
賊
省
鐙
券
で
満
期
迄

に
三
年
態
盤
さ
な

い
も
の
奄
取
引
の
目
的

物

ε
し

た
ε
き
ば
免
種
す
ろ

.

取
極
書
硯
起
佛
ふ
も
の
11
仲
買
人
で
あ

る
が
其
代
償

は
之
を
依
頼
者

に
求
む

る
こ
ピ
が
出
来
ろ
、
費
買
販
引
あ

ろ
場
合
に
に
取
極
書
な

作
製
し
印
紙

々
貼
付
ぜ
れ
ば
な
ら
の
.
.
-

荷
物
證
券

a
丙
國
海
港
ご
外
國
海
港
ε
の
間
若
く
に
内
國

の
河
港

定
外
画
海
港

ピ
の
間
に

現

行

法

(
一
九

　
六
孚
改
正
と



一
〇

於
け

る
海
運
に
關
し
嶺
行
ぜ
ろ
船
荷
證
券
及
纏

　
状

ラb
丙
國

の
港

ざ
北
海

バ
ル
チ
ツ
ク
海
運
河
沿
岸
の
譜
國
の
港
井
に
諾
威

の
港
ε

の
間

に
於
け

る
海
運

に
關
し
穫
行
ぜ
ろ
船
荷
證
券
及

び
運
逡
状

c
其
他

の
船
舶
運
送
に
閲

し
て
號
行
ず
ろ
船
荷
證
券

、
蓮
送
状
、
荷
物
引
換
謹

、

{

額
面

二
十
五
麻
以
下

鎮

護
塀

の

場

合
{〃額
面

二
十
五
山酔
以
上

儲
百　

・
　

　

寵

蕪

鵬
∬

.

d
鐵
道
の
荷
物
證
券

1
、
個
数
晶
、
井

・ト
特
別
急
行
貨

耽
に
野
す

う
も
の.

2
.
急
行
個
数
品

に
罰
す
る
も
の

額
面
二
十
五
麻
以
下

…

織

・・
欝

　

・
{額
面
二
十
五
麻
以
上

養

藩
慧

行
賞
・
　

　

縮
緬
妻

璽

3
1
4
の
場
合

に
積
載
量

が
十
噸

以
下
な
る
建
き
に
税
率
海
牛
減
す

ろ
、

石
炭

、
謁
炭

、
コ
ー
ク
ス
等
の
運
逡

に
に
3
の

一
、
五
麻
な
二
麻
に
、
三

麻
奄
四
麻
ε
す

る

ω
運
送
業
者

の
鐵
道
共
同
積
荷

の
場
合

に
於
け

ろ
個
別

的
運
逡
状

會
肚
重
役
の
報
酬

株
式
曾
肚

、
株
式

合
資
會
肚

、
有
限
責
任
會
祉

、
鏑
山
會
肚

、
欄
逸
殖
民
曾
瀧

の
貸
借
対
照
表
に
重
役
報
酬
金
こ
し

て
載

ぜ
ら
れ
た
る
も
の

貨
幣
取
引

論

叢

聰
醤

養

に
於
け
ろ
濁
海
税
制
の
憂
蓬

論
ま

一
[)

第
+
二
巻

一
通

一
麻

　
通

O

、
「
麻

通 過 濫 通
OOO
ぬ ヘ ミ

ー 五 五 二

麻 麻 麻 麻

一 一 蓮

___通 過Q.こ

通 逼 通=(～
六 三 三 五 三 五
麻 麻 麻 麻 麻 麻

「
通

O
、
〇
五
麻

[　現

行

法一

(
}
九

「
八
卑
改
正
)

窟 ・

蜜
澆

芭

室

鯵
書手

一
蓮

一
麻

一
通

Q

、
一
廓

一
瓶
O

、
二
麻

一
世

Q
、五

麻

一
通

Q
、五

麻

一
通

一
.
.
麻

O

、
二
麻

O

、五
麻

百
分
八

三
七
九

「イr

六.三 二 ーOO
ヘ ヘ ヘ ヨ ヘ ヨ

五 三 三 一
Q五i

百
分
+
二

㌔
馬



論

叢

.戦
時
戦
後
に
於
げ
ろ
捌
逸
撹
制

の
饗
革
な
論
ず
〔
二
)

第
十
二
巻

(第

三
號

三
占
C

三
八
O

内
地

に
於
て
貨

幣
の
費
費
貸
借
た
瞥
む
者
が
事
業
年
度
内

に
預
金
等

に
於
て

計
卸
し
た
る
利

子
の
申
告

イ
五
萬
麻
以
下
井
に
初
め
の
五
萬
麻
以
上

ロ
次
ぎ
の
十
王
萬
麻
若
く

に
其
端
数

ハ
次
ぎ
の
三
十
萬
麻
若
く
ぼ
其
端
鍛

二
突
ぎ
の
五
十
萬
麻
若

(
1工
具
端
数

Xホ
次
ぎ

の
百
萬
麻
著
く
に
且
(端
籔

へ
次
ぎ
の
二
百
萬
麻
若
く
に
其
端
数

卜
弐
ぎ
の
三
師
萬
麻
若
く
一■
其
端
厳

チ
次
ぎ
の
千
萬
麻
若
く
ば
蛙
八端
販

り
次
ぎ
の
二
千
萬
麻
苦
く
に
其
端
数

ヌ
次
ぎ
の
三
千
萬
麻
若

く
は
其
端
数

耳ル
次
ぎ
の
五
千
萬
麻
若
く
に
其
端
数

チ
次
ぐ
の
五
千
萬
麻
以
上

.

昌

!

千
分
五

百
分

「

百
分

「
牛

百
分

二

百
分
二
牟

百
分
三

百
分
三
傘

百
分
四

百
分
四
半

百
分
五

-

百
分
五
牛

百
分
六

「「一「一1一

千
分
五

百
分

一

百
分

一
牛

耳
分
二

百
分

二
半

百
分

三

百
分

三
牛

耳
分
四

百
分
四
生

百
分
五

百
分
五
傘

百
分
六

町

　

　

コ

　

り

手
形
印
紙
挽
も
亦

一
九

一
八
年
七
月
二
十
七
日
の
法
律

に
依
て
改

め
ら
れ
た
、

(醤

法
の
税
級
井

に
税
率
を
括
孤
内

に
示
し
て
比
較
し
重
見
や
う
)

手

形

額

面

-

l

I
I
II
I
噛
「
1

一
.

l
j

二
王
○
麻

以

下

(
二
Q

O
麻

嚥
下

)
.

二
五
Q
I

五
Q

Q
麻

(
二
〇
〇

一
四

〇
〇

麻

}

五

〇

〇
一

七
玉

O
麻

(四

〇
〇

一
六

〇

〇
麻

)

七

五
Q

l
・=

0
ロ
O麻

(六

〇
〇

1
八

0
0
麻

)

暑1藷 ・
00
P
OO.00vO∫ ・
と上上.一.)...

其
視
牽

は
左

の
如

く
で
め

る
。

手

形

額

面

視

牽

-

l

l

卜
1

-
1
ー

ー
麻

麻

一

(八

Q
Q
I

一
、O
Q
O
麻
)

⊥

○
、
五
〇
)

千
麻
以
上
は
千
麻

蝕
超
ゆ
る
毎

障
六
†
か
ハ
(五
十
女
)
な
課
す
-
端
厳
に

手
跡
ミ
し
て
計
算

す
ろ
。



O

以
上
述

ぶ
る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
戦
時
に
入
り
て
よ
り
印
紙
税
は
又
非
常
に
税
率
を
高
め
ら
れ
た
、
殊
に

外
隅
債
券
視
、
配
當
誇
無

札
及
利
札

の
視
、
取
引
所
取
極
書
税
、
重
役
報
酬
税
、
鐵
道
荷
物
證
券
挽
が
甚
し
い
。

新
し
く
加
は
り
來

つ
た
貨
幣
取
引
税
の
如
き
も
相
當
に
重
く
課
せ
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

む

　

　

　

　

是
等
の
視
の
中
に
就
て
藏

に

一
音
せ
ね
ば
な
ら
諏
は
重
役
報
酬
視

で
あ
る
、
此
視
は
元
来
印
紙
税
ξ
ヤ
は
ん
よ

b
は
特
殊
的
所
得
税
ξ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
、
其
稔
率
が
百
分
八
よ
り
百
分
二
十

に
進
め
る
は
、
富
者
階
級

に
重
く
祝
す
る
の
精
神
の
表
は
れ
た
も
の
・し
見
ね
ば
な
ら
組
。

む

む

ロ

む

む

又
貨
幣

取
引
枕
も
注
意
す

る
傾
が
あ

る
、
有
償
證
券

の
取
引

、
土

地

の
費
買
取
引

、
商
品

の
取
引

が
税

せ
ら

み

る
以

上
貨

幣

の
取
引

が
税

せ
ら

る

、
は
當
然

の
こ
ε
で

あ

る
、
.断

が
共

賦
課
方
法
は
銀
行

,
貯
蓄
金

庫
、
信
用
組

合

等

を
し
て

一
事
業
年
度

に
於

け

る
預

金
に
依

て
計
算

し
た

る
利
子

を
申
告

せ
し

め
之
を
課
椀
標
準

ご
し
て
課
す

る
こ
ざ

、
.な

っ
て
み
る
、
政

府
案

に
は
其

理
由
を
説

明

し

て

「
貨
幣
取
引

税
を
課

せ
ん
蓬
せ
ば
其

貨
幣

に
依

る
投

資

の
期

間

を
詳

に
せ
ね
ば
な
ら

搬
、

そ
れ

に
は
信
用
機

關

の
公
表
す

る
貸

借
対
照
表

に
依

て
隠
す

こ
ご
の
.出

来
な

い
預
金

を
抑

へ
、
之

に
依
て
利
子
を
計

算
す

る
よ
b
外

に
途

が
な

い
」

ε
云

っ
て

み
る
。
併

し
此

の
如

き
課

税
方

法
を
探
・る
ε
き
は
、
此
税
は
信
用
機
關

の

一
事
業
年
度

の
牧
盆

よ
b
支
彿

は
れ
る

こ
芝

、
な

る
、
若

し
信
用
機
關
…

が
此

視
を
轄
嫁
す

る

に
至
れ
ば

】
種

の
資
本

利
子
税

の

形
を
探

る
、
何

れ

に
し
て
も
牧
益

税

の
性
質
を
帯

び

る
こ

ざ

＼
な

る
、
殊

に
其

視
率
も
累
進
税
率

こ
な

り
、
最

高

百

分
六
迄

に
上

っ
て
み
る
、
故

に
北
枕
も
亦

印
紙

税

に
隠

論

叢

職
時
戦
後
に
於
け
る
濁
逸
税
制
の
髄
単
為
論
↑
(
二
)

第
十
二
巻

(第
三
號

三
七
)、

三
入
一

」
Schanz=FillanzarchivXXXVI.∫9.S.296二7,



!

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
げ
る
濁
逸
税
制
の
攣
革
奄
論
チ
(
二
)

第
十
二
巻

(第
三
號

三
八
〕

三
八
二
ー

れ
て
富
者
階

級
に
重
く
枕
す

る
直
接

税

の
愛
形

ご
見

て

も
可

か
ら

う

ご
思

ふ
。

二
、
土

地

獲

得

視

土
地
獲
得
視

(〇
三
日
号
棄
α旨
・・区
器
「)

ε

は
土
地

の
所

有
権
移

縛
井

に
無

主

の
土
地

の
獲
得

に
際
…し
て
課

す

る

税

で
あ
る
、
政
府
案

に
て
は
之

を
土
地
所

有
椹
移
聴
視

(
Ω
2
乱
鬢
。。
訂
。
[・。δ
器
「)
ご
名

け
て
居

っ
た

が
、
議

會

に

於

て
土
地
獲
得

視

ε
改

め
、
そ
れ
が

一
.九

一
九

年
九

月

十

二
日
の
法
律

の
名

ε
な

っ
た
。

こ
は
土
地
所

有
椹

を
獲

得
す

る
に
際

し
て
徴
す

る
税
ざ

い
ふ
義

で
あ

る
。

土
地

所
有
権

の
獲

得

に
際

し
其
捲

視
力
を
測

定
し
て
課
す

る
税

で
あ

る
以
上
は
、

之
を
流
通
税

ざ

い
は
ね
ば
な
ら

訟
。

土
地

の
獲
得

に
際

し

て
課
す

る
`

い
は
ゴ
、
財

政
學

理

の
上

か
ら
見

る
`
不
動
産

流
通
税

に
當
る
、濁
逸

に
於

て

は
不
動
産

流
通
税
は
、
從
來

二
重
三
重

に
課

せ
ら

れ
て
居

っ
た

、
即

ち
帝

国
椀

ざ
し
て

は
、
帝
国
印
紙

税
の
巾

に

於

て
土
地
所

有
灌
移
韓

印
紙
挽

ご
し
て
之

を
税

し
、
更

に
取
引
税

a

ヨ
・・鉾
・鴇
2
臼

一
九

一
入
年
七
月

二
十
六

日
法

律

)
の
中

に
於

て
土
地
取
引

に
封
ず

る
税

ε
し
て
之

に
戴
課

し
で
居

っ
た
、
そ
れ

に
各
聯
邦
や
各
地

方
團
禮

は
或

は
土

地
増
債
視

の
形

に
於

て
、
或

は
土

地
費
買
椀

の
形

に
於
て
之
を
税

し
て
居

っ
た
。
此

の
如

く
同

一
の
取
引

、

同

一
の
権

利
移

韓

ε

い
ふ
事
實

が
、
異

う
た
る
見

地

よ
り

、
異

っ
た

る
公
法
人

に
依

て
課

せ
ら

る

、
は
、
明

に
二

重
税

で
あ

っ
て
、
公
卒

の
観
念

に
合
し
た
も

の
で
は
な

い
。

そ
こ
で
土

地

の
齎
買
若

く
は
土
地

所
有
権

の
移

輔

ざ

い
ふ
事
實

に
課
す

る
挽

は
、
第

一
に
は
之
を
統

一
せ
ね

ば
な
ら

の
、
又
第

こ
に
は
共
謀

挽
の
限
界
を

定

め
ね
ば
な



る

ら

阻
、
土
地
獲
得
税
は
此

二
の
目
的
を
達
す
る
爲
め
に
立
案
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

不
動
産
流
通
税
を
統

一
す
る
の
方
法
ε
し
て
、
先
づ
聯
邦
及
地
方
團
膿

の
土
地
賞
買
税
を
塵
し
、
天
帝
國
印
紙

税
の
所
有
権
移
韓
邪
紙
税
を
屡
す

る
・
ミ

し
(土
地
馨

税
法
三
七
墜

、

次
生

地
獲
得
挽
に
依
て

あ
ら
ゆ
る
土
地

費
買
、
土
地
所
有
権

の
移
軸
を
祝
す
る
こ
ε

、
し
た
、
此
統

一
的
不
動
産
流
通
税
が
弦

に
所
謂
土
地
獲
得
撹
で
あ

る
。
併
し
乍
ら

一
九

一
八
年
七
月

二
十
六
日
の

一
般
費
買
税
及
び
土
地
堆
償
税
は
之
が
爲
め
に
塵

せ
ら

る
、
に
至

ら
な
か

っ
た
、
故
に
三
者
鼎
立
の
形
を
な
し
て
居

る
ε
謂

っ
て
可
い
。

此
稔
の
野
謄
は
土
地
獲
得
者
で
あ
る
こ
ご
論
ず

る
迄
も
な
い
が
、
譲
渡
人
も
亦
義
務
を
免
れ
濾
ざ
t
七
あ
る
、

む

む

む

ロ

　

暴

れ
視

の
通
脱

を
防

が
ん
じ
す

る
趣
旨

に
外

陰
ら

ね
。
此

視

の
客
膿

は
土
地
獲
得

ざ

い
ふ
事
實

で
あ

る
、
共
謀

視

標

準
は
獲
祖
…せ
ら
れ

る
土
地

の
僧

格
で

あ
る
、
土
地

の
償
格

ご

い
ふ
は
所
謂
普

通
の
債
格

一ゆ
。
ヨ
Φ
一口
。
「
≦
。
.ご
で

あ

る
、
但

し
費
買
儂
格

(<
臼
ぎ
・・。。巽
巨
"q
。・ノ器
諄
)

が

之
よ
り
も
大
な

る

ご
き
は
英
資
買

償
幣

に
依

る
.、
強
制
競

貰

が
行
は

れ
π

る
場
合

に
は
購
買
者

の
申
…口
中
最
高

横

格

に
依

る
。
其
競

費
が
債
権
を
實
行
ず

る
爲

め
に
行

は
る

＼

円
き
は
-
債
灌
額

に
超
過
す

る
競

費
償
格

に
依

都
、

而

し
て
是
等

の
慣
幣
が
百
五
十
厩

に
達

せ
な

い
ε
き
は
免

税

す
る
。
此

の
如
王

地
獲
得
視
は
土
地
慣
幣
に
課
す

る
も

の
で
、
土
地

の
差
増
偵
格

に
課
す

る
あ
の
で
な
い
、
從

て
土
地
獲
得
税
は
土
地
増
債
視
ざ
並
び
立
ち
て
敢
て
不
公
　牛
遣
い
ふ
こ
ご
が
出
家
.澱
。

認
翠
は
・
土
地
償
幣
に
劃
し
百

分
の
四
で
あ
る
(+
土
俵
)。
土
地

を
獲
得
し
陀
る
者
が
獲
得
後
三
年
内

に
、
管
楽

論

㎜最

戦
時
戦
後

に
於
[け

ろ
蜀
逸
溌
制
の
鍵
革
を
論
ず

(
二
V

第
十
一
.一巻

〔第

三
號

三
九
)

三
八
三



「

論

叢

戦
時
職
後
に
於
げ
る
蜀
逸
税
制
の
攣
革
な
論
ず
(二
)

第
十
二
巻

(第
三
號

四
〇
)

・三
八
四

的

に
土
地

を

分
割

し
て
再

び
之
を
費
卸

し
た
る

ε
き

は
土
地
普

通
贋
幣

に
難

し
百
分
六

で
あ

る
(+
九
條
)。
土
地
が

財
團

法
人
其
他
之
を
庭

分
し
得
ざ

る
者

の
所

有

に
締

す

る
場
合

に
於

て
は
、
二
十
年
毎

に
普
通

償
格

に
謝

し
百

分

二

を
課
す

る
(+
七
峰
)。
蓋

し
土
地
所

有
権

は
雫
均

二

十
年
位

に

一
回
韓

す

る
も

の
こ
見

た
の
で
あ

ら
う
。

一
膿

此

税
率

は
流

通
税

の
撹
傘

こ
し

て
は
高

過
ぎ

る
嫌
が
な

い
で
も
な

い
、
從

て
借
地

人

に
租
税

の
韓
嫁
す

る

虞

が
あ
る
、
散

に
比
較
的
狭

き
土
地

を
買

は
ん

ε
す

る
小
地
主

は
勿
論

、
之
を

借

る
小
作
人

に
取

り

て

は
う

苛

酷

・し
な
り
、
狭

き
土

地

の
上

に
家

を
建

て
若
く

は
典

侍
.家
を
借
ら

ん
ε
す

る
下
層

民

に
取
b

て
は
、
更

に
負
擢

の

重

き
を
威
す

る

こ
ミ

な

る

べ
き
で

あ

る
、
是

れ
全

一
反
肚
會
的

で
め

る
、
そ

こ
で
議
會

に
於

腰
は
、
土
地

樹
格

が
、
宅
地
に
於
て
二
萬
駄
を
超
え
す
、
建
物
な
き
土
地
に
於
て
五
千
翫
を
超

え
ざ
る
も
の
で
、
而
も
其
獲
得
者
若

く
は
其
配
偶
者
叉
は

両
者

の
所
得
が
五
千
鷹
を
超

え
す
、

且

つ
管
渠
的

に
土
地
萱
買
を

な
さ
窒
る
場
合

に
於
て

は
、
當
事
者
の
請
求
に
依
て
税
率
を
宇
減
す
の
議
が
起
り
、
大
賊
大
臣
の
反
封
あ
り
し
に
拘
ら
す
、
終
に
法
律
こ

な

っ
た
(九
條
　。
足
れ
光
視
の
肚
曾
爾
條
項
を
認
む

べ
き
所
で
あ
る
。

し

土
地
獲
得
視
注
は
各
聯
邦
井
に
地
方
團
鷺
が
、
同

一
課
税
物
件

に
甥
し
凋
立
の
税
を
起
す

こ
こ
を
禁
じ
て
み
る

か
ら
、

…
方
に
於
で

は
、
帝
國
は
其
牧
人
を
各
聯
邦
井
に
地
方
團
賠
…
に
配
分
し
て
遣
ら
ね
ば
な
ら
鉛
,し
同
時

に
、

む

　

　

　

　

他
方
に
於
て
は
、
各
聯
邦
#
に
地
方
團
禮

に
附
加
税
を
課
す

る
こ
ε
牟
許
さ
ね
ば
な
.ら
澱
。
而
し
て
其
程
視
敗
入
の

　

　

配
分
に
關
し
て
は
雫
分
は
帝
国
が
之
を
取
り
、
其
残
り
の
孚
分
は
各
聯
邦
及
地
方
團
艦

に
與
ふ
る
の
で
あ
る
。
財

9

,



團
法
人
の
土
地
に
封
ず
る
税
に
就
て
は
帝
国
は
其
四
分
三
を
取
り
.
残
り
を
各
聯
邦
及
地
方
團
艦

に
與

ふ
。
其
中

で
地
方
團
膿

に
其
幾
何
を
與
ふ
る
か
は
各
聯
邦
の
定
む
る
所
に
委
さ
れ
て
あ
る
(三
+
二
條
)
。
附
加
税
に
至
て
は
各

聯
邦
ざ
地
方
團
膿

ε
を
通
じ
て
百
分
二
を
超
え
て
は
な
ら
ぬ
、
而
し
て
其
中
に
就
き
各
聯
邦
は
其
半
分
を
以
て
最

高
限
ε
す
る
こ
ざ
に
な

っ
て
み
る

(三
+
四
條
)
Q

.

、

以
上
述
ぶ
る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
帝
固
視
ε
し
て
土
地
償
格

の
百
分
の
四
、
各
聯
邦
及
地
方
團
膿

の
視
ε

し
て
更
に
募

の
参

加
ふ
る
が
啓

婁

昏

劣

冬

ボ
・
夢

從
雰

黎

軍

事

審

e
夢

器

ゐ

サ

ヘ

ヘ

ヤ

ゐ

ヘ

カ

ε
謂

は
ね
ば
な
ら

ぬ
Q

三
、
旅
客
貨
物

運
逡
椀

狗

逸
帝
國

に
て
は

一
九
〇
六
年
の
ス
'7
ソ
グ
ル
財
政
改
革
の
時
に
當
り
乗
車
券
税

二

九
〇
六
年
六
月
三
月
法

律
)
が
新
に
起

さ
れ
、
鐵
追
及
汽
車
の
旅
客

の
乗
車
券
に
謝
し
課
税
し
て
居

つ
セ
、
帝
国
阻
紙
視
中

の
乗
車
券
視

は
即
ち
そ
れ
で
あ

っ
た
Q

一
九

一
七
年
四
月
八
日
の
法
律
は
此
乗
車
券
税
を
廃
し
、
之
に
代
ふ
る
に
旅
客
貨
物
運
送
視
を
以
て
し
だ
、
但

し
荷
物
證
券
印
紙
税
は
之
を
廃
止
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
.る
。
.

,

む

む

旅
客
貨
物

運
逡
挽

(亀
o
じ⇒
①
・。需
窪
≡
一面

舟
m
国
富
8

自
己
己

∩
P
陣①
「話
「冨
年
・・
)
の
物
艦

は

、
云
ふ
迄
も
な
く

、
軌

道
、
水

路

、
陸
路

に
依

る
旅
客
及

賃
軌

の
運
送

で
あ

る
、
陸
路

に
依

る
運
送

は
、
運

送
企
業
者

か
扱
け

に
既

定

の

論

叢

戦
時
職
後
に
於
け
る
濁
逋
税
耕
の
攣
革
な
論
ず
(二
)

第
+
二
巻

(第
三
號

四
一
)

三
八
五

,



論

叢

戦
時
戦
後
に
於
げ
ろ
濁
逸
脆
制
の
横
難
-な
論
ず
(二
)

第
†
二
巻

(第
三
號

四
二
)

三
八
六

蓮
轄

表

に
從

て

…
定

の
線
路

問

に
原
動

力

に
依

て
走

る
車

を
嚢
退

し
て
旅
客
及
貨

物
を
運
搬
す

る
も

の
に
限
る

の

・
で

め
る
、
詳
言
回
す

れ
ば
、
1
帝
国
領
土

内

の
聞

及
獅

逸

領
内

の

パ
ル
テ
ッ
ク
、
北
海
等

の
沿
岸
諸
港

〔
ラ
イ

ン
の

〔
.

ラ

ラ

河
港

を
毛
含

む
)
の
聞

に
於

て
旅
客
及

貨
物

の
運
途

2
公
海
上

に
於
け

る
旅
客

の
運

送
3
内

国

の
諸
港

だ
運
河

、

.
北
海

、

バ

ル
チ
ヅ

・
沿
岸

の
外
囲
港

ご
の
間

に
於
け

る
貨
物

の
海
運
が
北

枕

の
目
的
物

た
る
も
の

で
あ

る
、
但

し

郵

便

に
依

る
信

書
及
小
包

の
運
送
及
渡

船

の
組
替

は

之
を
例
外

ご
す

る
。

ロ

　

此
税

を
菟
除

せ
ら

る

、
も

の
は
左

の
如

し
。

山
勢
働
者
、
衆

、
軍
人
の
運
送
、
但
し
割
引
餐

の
栗
募

署

す
・
あ

に
限
・

2
貨
物
運
逡
巾
a
濁
逸
の
北
海
の
海
港
ぐ」
バ
ル
チ
ッ
〃
海
港
の
閥
ド
於
て
外
国
の
通
過
運
逡
た
る
も
の
b
嶺
動
機
な
き
小
舟
に
依
ろ
運
送
c
一
港
内

及
其

「
部
分
的
の
運
逸
d
漁
獲
物
の
水
上
蓮
逡
、
水
利
行
政
上
必
要
な
ろ
建
築
材
料
其
他
維
僻
材
料
の
運
搬
e
鑞
着
の
石
炭
鹸
…逡
f
運
送
企
業
者

が
其
運
送
の
目
的
心
迷
ぐ
る
爲
め
に
必
要
な
る
荷
物
の
運
搬
.

レ

蓬

蓬
税
は
右

に
述

べ
た
る
貨
物
旅
客

の
運

送
.に
劃

し
運
賃

を
標
準

こ
し

て
之

を
課
す

、
其

水
路

利
用
手
敷
料

、

荷
物
證
券

印
紙
税
、
其
他

の
手
敷
料
が

運
賃

の
中

に
合
算

せ
ら

る

、
場
合

に
は
之
を
除

か
ね
ば
奪
ら

沁
。

じ
　

　

税
率

は
旅
客

運
送

に
於

て
は

四
等
級
を

分
ち
、

運
賃

に
射
し

}
等

に
16
%
、

二
等

に
は
14
%

、

三
等

に
は
12

%

、
四
等

に
は

10
%

を
課
し
、
急
行

に
は
附

加
税

こ

し
て

=

奪

に
15
%

、
三

等

に
12
%

を
課
す

。
貨
物
運
送

に

.

於

て
は
12
%

を
課
す
。

市
街

鐵

道
、
軽
便
鐵

道
、
陸
路
蓬
蓬

は
旅

客

に
就

て
6

%
、
貨

物

に
就

て
7
%

ε
す

る
。

此

税
は
運
賃

を
支

佛
ふ
人

の
負
癖

に
締
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
運
送
業
者

が
取
替

て
之
を

支
彿

ふ
こ
ε

＼
な

る

`

等



.

此
視
を
通
脱
し
た
る
も
の
は
税
の
四
倍
少
ぐ
ご
も
二
十
蹴
の
罰
金
を
徴
せ
ら
れ
、
其
額

の
明
な
ら
ざ
る
も
の
に
は

二
萬
厩
乃
至
五
千
既
の
割
金
を
課
す
る
こ
ε
に
し
て
あ
る
。

の

ら

り

も

も

や

や

あ

あ

ヤ

カ

も

も

や

あ

あ

マ

ヤ

ヤ

ヘ

ヵ

あ

此
税
は
帝
踏
砂
穂
か
掛
鋭
れ
た
る
以
上
聯
邦
諸
國
は
之
を
税
す
る
こ
ε
が
出
水
澱
、
共
共
領
土
内
の
運
送
に
樹

ニ

し
百

分
の
二
の
牧
人
を
帝
國

よ
り
受

く
る
の
み

で
あ

る
α

四

、
取

引
.

税

.

.

取
引
稔

(q
ヨ
霧

・①
　

)

ε
は
守買
買
取
引

に
際
し
て
課
す
る
挽
で
あ
る
が
、
凋
逸

に
於
て
は

充

二

八
年
六

月
二
+
六
日
の
法
律

依
b
・
解

離

黙

認
(尋
　

…
　

・器

量

)
ε
し
て
起

・
繋

、
即
ち
印
紙
税
の

一
種
`
し
て
帝
国
印
紙
税
中

に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
光
視
は
内
地

に
信
ず
る
者

の
商
業
維
瞥

に
依
て
引

し

つ

を

も

い

で

カ

　

カ

モ

や

な

も

や

も

も

む

む

渡

し
セ

る
あ
ら

ゆ

る
商
品

に
射
し
費
債

の
千

分

一
を
祝
す

る
も

の
で
あ

っ
た
、
但

し
債

権

、
有
償

證
券

、
貨
幣

、

貨

幣
代
用

品
、
.不
動
産

の
費

買
は
之
を
除

く

こ
ε

、
し

て
あ

っ
た
。

由
來

、
此
商

品
取
引

印
紙

挽
は
受

取
書

税
案

の
身
代

り
こ
し
て
成

b

立

つ
た
も

の
で

あ
る
、
受

取
書
税

は

一
八

八

一
年

、

一
八
九
三
年

、

一
九
〇
六
年
之

を
起

さ
ん
ざ

せ
し
も
皆
議
曾

の
容

る

、
所

ご
な
ら
す

し
て
止

ん
ズ

の
で

あ

っ
た
が

、

一
九

㎜
六
年

の
戦
時
視

法
案

に
於

て
政
府

は
小
切
手
脱

塵
止

の
代
り

に
受

取
書
印
紙
税
を
起

さ
う

《」

し
た
。
議
會

に
於

て
は
商
品

取
引

印
紙
挽
を
起

す

に
如

か
す

ε
論
ず

る
も

の
が
あ

っ
た
。

ネ

政
府
も

之

に
賛
成

し
終

に
商
品
取
引
印
紙

税
な

る
も

の
が
成

立
す

る
に
薫

っ
た
。
故

に
商
品
取
引

印
紙
税

の
曲

論
.
叢

職
」時
戦
後
に
於
げ
ろ
濁
逸
税
制
の
痩
革
な
論
ず
(二
)

第
十
二
雀

(第
三
號

四
三
)

三
八
七

Y_Schanz=FinanzarchivXXXI1:J9.S.750

●

O



」

論

叢

.
戦
蛙
戦
後
に
於
け
る
猫
逸
税
制
の
鍵
革
を
論
ず
(
二
)

第
†
二
巻

(第
三
號
.

四
四
)

三
八
八

來
よ
り

い

へ
ば
、

當
然
印
紙

税

の
中

に
組

み
入

れ
ら

る

べ
き
で
あ

る
、
從

て
流
通
税

の

一
種

ε
看
做

さ

れ
ね
ば

な

ぢ

の
。

　

一
九

一
八
年
七
月
二
十
六
日
の
法
律
は
、
商
品
取
引
印
紙
税
を
印
紙
税
よ
b
離

し
て
濁
立
の
税
ε
し
て
之
を
取

　

　

し

引

視

〔q
ヨ
。。簿
N・。津
ま
こ

ざ
名
け

た
。
取
引

税
法

に
依
れ

ば
、免

税

は
内
地

に
於

て
報
償

を
得

て
供

給
を
な

し
叉

は
燐

む

　

む

　

利
を
業
ざ
す

る
入

の
間
に
給
付
が
あ
る
場
合
に
、
其
供
給
#

に
給
付
に
課
す

る
の
で
あ
な
、
從
て
其
課
税
物
件
ε

な
る
も
の
は
、
凋
立
の
瞥
業
者
が
、
共
棲
業
範
圏
内

に
於
て
内
地
で
果
た
す

べ
き
め
ら
ゆ
る
有
償
的
供

給
其
他

の

給
付

で
あ
る
、
そ
が
原
.始
産
業
に
厨
す
る
ざ
商
工
業
に
驕
す
る
ε
を
問
は
す
、
叉
そ
が
自
由
契
約
の
結
果
だ
る
ド
・

法
律
や
行
政
行
爲
の
結
果

で
あ
る
ざ
を
問
は
な

い
の
で
あ
る
。
只
強
制
競
萱
、
土
地
の
競
費
、
共
同
相
続
者

の
競

費

は
之
を
除
一
。
叉
是
等

の
織
業
者
が
其
商
品
を
自
ら
使
用
し
消
費
す

る
も
此
視
を
見
る

、
こ
ε
が
出
家
漁
。

　

　

此

の

如

く

取

引

税

は

あ

ら

ゆ

る

商

品

の
賞

買

に

課

税

す

る

も

の

な

る

が

、

素

よ

り

多

少

の

例

外

あ

る

を

　見

れ

澱

其

例

外

ε

し

て

税

せ

ら

れ

な

い
も

の

は
左

の

如

し

。

ラ

ラ

σ
外
国

よ
門
の
轍
入
及
轍

入
品
の
第

一
次
の
卸
萱
(
奢
侈
品
に
例
外
)
↑
興
信
行
爲
、
金
銭
債
権
(小
切
手
、
手
形
等

∀、
有
償
證
券

、
會

肚
持
分
券

、

ラ

ラ

ラ

貨
幣
及
其
代
用
四叩
の
取
珊
伊
貴
金
風
及
貴
金
醐
合
金

の
取
引

(小
聖
明
た
除
く
)但

不
動
産
の
賃
貸
借
0
運
送

(
一
九

「
七
年
二
月

八
日

の
皆
【客
運
逡

　

ラ

税
法
に
於
け
る
運
送
の
意
義
に
於
て
)
6
富
籖
會
肚
重
役
の
報
酬

、
7
保
隙
等

に
し
て
印
紙

税
ね
支
辨
ふ
も
の
ば
税
々
課
ぜ
聖

叉
同

一
物
著
く
に

(

(

同
種
の
貨
物
に
射
し
て
多
く
の
費
買
取
引
が
結

ば
る
㌧
に
拘
ら
ず
、
占
有
の
移
韓
藍

回
に
止
ま
る
場
合

蔓

占
有

の
移
韓
の
生
じ
た
取
引
の
み
硯

燭
ら
れ
他
一μ
π兄
貌
ぜ
ら
れ

る
の
で
あ

み
.
俗
戦
争
が
鬱

す
ゐ
眼
閃り
金
買
上
所

へ
渡
す
べ
き
金
且
八仙
の
古
同
偵
口
叩
、
公
曲
ハ團
艦
及
公
益
の
爲
門
に
設
け
ら

,
.

豆

・



馬

(

昌

れ
た
ろ
食
料
品
供
給
會
泄

の
提
供
す

ろ
食
糧
品
に
謝
し
て
は
税
心
誤
ぜ
な

い
。

　

ロ

む

む

む

　

　

ロ

　

　

む

む

右

は

課

視

物

件

に
關

す

る
免

税

で

あ

る

が

、

人

に

關

し

て

も

亦

多

少

の
冤

税

が

あ

る

、

即

ち

左

の

如

し

。
.

螢
業
者

が
商
品
か
費
賞
す
る
場
合

に
於

て
11
共
待
べ
き
代
金
が
三
千
麻
に
達

ぜ
な
い
ミ
春
、
及
び
螢
業
者
が
其
商
品
な
自
己
の
爲

に
使
用
費
消
す
ゐ

場
合
に
於
て
ば
其
普
通
の
偵
額
が
二
千
麻
に
達

ぜ
な
い
ご
き
、
其
税

々
免
す

ろ
。

叉
帝
国
、
各
聯
邦
、
公
共
團
隈
の
警
む
運
送
殊

に
郵
便
電
信
電
話

の
交
通
に
就
て
も
之
な
免
す
る
。

L
.

む
　

む

ち

ヘ

へ

の

や

や

へ

も

ヘ

ヵ

ヤ

も

も

ら

ヘ

へ

し

あ

マ

ヤ

も

ヤ

へ

も

コ

も

や

ロ

も

や

を

ヤ

ヤ

リ

も

ヘ

ヘ

や

税
率
は
代
金
若
一
は
報
償
金

に
謝
し
て
千
発
の
五
で
あ
る
が
、
奢
侈
品
の
小
質
代
金
に
射
し
て
は

一
割
を
課
す

カ

む

　

む

る

ゆ

而

し

て

其

奢

侈

品

ご

看

做

さ

る

べ

き

物

は

左

の

如

き

も

の

で

あ

っ

た

。
.

貴
金
聾
、
眞
珠
、
餐
石

、
半
畳
石
、
及
び
是
等
の
品

に
加
工
し
若

く
は
是
等

の
品

な
結
合
し
た
る
物
、
百
麻
以
上
の
懐
中
時
計
、
二
百
麻
以
上

の

繧
薔
・
其
他
類
似
品

・
各
種
の
骨
董
品
、
翫
賞
品
、
手
持
爲
眞
機
及
其
附
属
品
、
洋
琴

、
小
風
琴

、
蓄
音

機
、
携
帯
短
統
及
其
照
葉

、
水
陸
運
逡
具

に
し
て
畿
動
機

F
依
て
動

く
も
の
若
く
に
享
樂
用

、
ス
ポ
ー
ト
用

に
供
ぜ
ら
ゐ

㌧
も
の
、
絨
誰

(
一
平
方
米
突

三
十
麻
以
上

の
も
の
)
・
各
種
の
革
製

の
品
物
等
で
あ
ろ
。

　　

り

　

是
等
奢
侈
品
に
封
ず
る
視
は
所
謂
奢
侈
視
ε
な
る
の
で
あ
る
。

む

む

む

む

む

北
枕
の
圭
槻
は
供
給
を
な
し
若
く
は
給
付
を
な
す
人
で
あ

っ
て
、
其
供
給
若
く
は
給
付

の
表
を
現
務
署
に
届
出

で
ね
ば
な
ら

海
。
奢
侈
品

の
.小
質
商
は
貯
藏
品
帳
簿
ε
視
簿
ξ
を
分
て
記
入
せ
ね
ば
な
ら

諏
。
視
は
暦
年

一
ケ
年

間
に
得
た
る
報
償

の
全
額
に
封
ず
る
税
額
を
計
算
し
て
之
を
編
む
る
の
.で
あ
る
。

ロ

　

つ

.

此
視
の
牧
入
の
中
よ
り
聯
合
國
は
徴
税
費
ξ
し
て
其

一
割
を
取
り
、
地
方
團
鶴
は
更
に
聯
邦

の
得
た
る
額

に
笥

む

　

　

む

し

て

一
割

を
取

る
。
税

の
通
脱

に
封

し

て
は
逋
脱
額

の
二
十
倍

、
若
く

は
百
鷹
乃

至
十
萬

麻

の
罰
金
を
課
す

る
こ

論
.
叢

戦
時
戦
後
に
於
け
る
濁
逸
税
制
の
攣
革
葎
論
ヂ
(二
)

第
十
二
巻

(第
三
號

四
五
)

三
八
九



.

'

0

論

叢

戦
時
戦
後
に
無
げ
る
濁
逸
税
制
の
墜
草
々
論
ず
(
二
)

第
+
二
巻

(第
三
號

四
六
)
.

三
九

〇

ざ

、

し

て

あ

る

。
.
-
.

つ

む

　

む

　

　

　

　

　

　

ロ

リ

む

む

む

む

取
引
税
は
印
紙
椀
よ
b
凋
立
し
て
も
僻
本
質
上
流
通
税
た
る

べ
き
も
の
で
あ
る
、
販
賞
者

に
謝
し
て
税
す
る
は

カ

う

も

も

つ

や

も

ロ

も

販
賞

に
依
て
所
得
を
得

る
で
あ
ら
う
ぎ
推
定
せ
ら

る
、
か
ら
で
あ
る
。
然
る
.に
光
視
中

の
奢
侈
品
取
引
視

に
至
て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

り

、

、

、

ト

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

、

は
、
服
喪
者
を
税
す
る
乏
い
は
ん
よ
り
は
奢
侈
品
購
買
者
を
祝
す

る
も
の
ど
謂
は
ね
ば
な
ら
阻
コ
然
ら
ざ
れ
ば
普

　

あ

や

セ

リ

も

マ

を

カ

カ

も

ゆ

も

も

も

　

マ

ヒ

　

も

ト

ロ

あ

う

も

ぬ

ヨ

も
　

ロ

む

む

　

む

む

ひ

つ

通
商
品
の
視
よ
り
二
十
倍
の
高
き
挽
牽
を
課
す

る
理
由
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
奢
侈
品
取
引
税
は
奢

む

ロ

　

む

む

　

　

む

　

む

　

　

　

　

ね

り

む

む

む

む

む

む

　

め

む

む

む

　

　

　

む

む

　

　

む

　

　

　

修
枇

に
外
な
ら
阻
。
是
が
故

に
余
は

一
九
.
一
八
年

の
取
引
税
を
以
て
流
通
税
を
中
軸

ε
し
之
に
奢
侈
視
を
結
び
付

　
む

む

む

む

む

む

け

π

る
も

の
こ
評
し
た

い
ざ
思

ふ
。

一
九

一
八
年

の
取
引

税
は

一
九

二
三
年

十

二
月
三

十

】
日
を
以

て
膜

せ
ら

る

、
こ
ε

、
な

っ
て
居

っ
た

が
、
.戦
.

後

の
法
律

は
之

を
恒

久
視

ε
し
更

に
修

正
を
加

ふ
る

に
至

っ
π
b

　

　

　

　

　

コ

　

　

　

戦
後
に
於
け

る
取
引
税
二

九

一
九
年
十
二
月
二
十
四
日
の
法
律
)
は
普
通
の
場
合
に
於
け
'る
課
税
物
件
及
免
税

　

む

　

も

し

カ

ヤ

も

も

も

へ

に
閲
し
て
大
膿

一
九

一
八
年
の
法
律
を
織
示
し
て
居
る
が
税
率
に
至

っ
て
大
に
之
を
高
め
、
千
分
の
十
五

ε
し
た

ヘ

へ

も

マ

　

う

も

カ

も

も

へ

も

　

　

む

(+
三
陸

正
し
く
三
倍

の
増
税
で
あ
る
。
奢
侈
品
に
關
し
て
は
小
菅
商

の
み
な
ら
す
、
生
産
者

に
も
高
率
の
視
を
課

ロ

リ

　

も

う

セ

セ

ヤ

ロ

も

ち

し
、
特
殊

の
給
付

に
就

て
も
亦
特

別
高

き
税
率

を
課
す

る
こ
ξ

、
し
た
。
詳
言
す

れ
ば

奢
侈
品

に
封
ず

る
税
率
.は

.

マ

ヘ

マ

も

り

も

　

へ

も

も

し

ロ

ヵ

ヵ

ら

ヤ

ヵ

も

も

も

マ

マ

へ

あ

カ

ヘ

ヘ

や

し

や

も

も

も

や

も

む

　

む

ぐ

　

小
菅
商
の
場
合
に
も
生
産
者
の
場
合

に
も
百
分
の
十
五

`
し
た

こ
れ
も
五
割
の
増
税
で
あ
る
。
更

に
特
殊

の
給
付

カ

リ

ヘ

ヤ

り

し

に
謝
し
て
百

分
の
十
を
課
す

る

こ
ざ

、
し
た
。
是

に
於

て
視
率

の
黙

よ
り
見

て
取
引
税

は
一二
に
分
れ

る
こ
ピ
に
な



「/
「

、

㌧

る
・
笙

は
普
通
の
取
腓
視
、
無
二
は
奢
侈
視
、
第
三
は
特
殊
給
付
税
で
あ
る
、
.奢
侈
税

の
税
率
が

一
割
五
分
で

特
殊

給
付
税

の
税
率

が

一
割

ε
聞
け
ば
随

分
苛
酷

で

赤

る
様

に
も

見
ゆ

る
、
其

内

容
を
調

べ
て
割
画

を
下

さ
ね
ば

な
ら

漁
。
.

。

　

　

　

の

奢
侈
品
税
は
小
費
商
に
謝
す
る
奢
侈
品
視

ぐ」
生
産
者

に
罫
す

る
奢
侈
品
視
ε
の
二
に
分
け

る
、

ラ

リ

ー
小
質
商
に
謝
す

る
奢
侈
品
税
は
大
膿

一
九

一
八
年
の
法
律

に
倣
ふ
、
其
租
挽
物
膿
は
左

の
如

し
。

.

貴
金
騒
、
金
銀
細
工
物
、
,賢
石
#
に
其
加
工
品
、
合
成
品
、
維
諾
、
彫
刻
物
、
骨
董
品
等
は

一
九

一
八
年
の
法

律
で
税
せ
ら
れ
π
も
の
ε
殆
ご
同
じ
で
あ
る
が
、
更

に
造
花
、
其
他
植
物
を
以
て
造
り
陀
る
飾
物

(三
十
厩
以

上
)
、
騎
馬
、
馬
車
用
の
馬
、
使
用

せ
る
鳥
獣
等
を
加

へ
て
居

る

〔二
+
一
.條)。

2
生
産
者
に
.封
ず

る
齋
修
品
視
は
更

に
二
種
に
分
ち
.
第

一
種
は
原
料
若
く
は
加
工
の
方
法
を
見
て
高
率
を
課

ぐ
げ
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
種
は
使
用
の
目
的
を
見
て
高
率
を
課
す

る
も
の
で
あ
る
。
法
律
は
是
等
の
碧
修
品
に
就

て
詳
細
に
列
厚
し
て
る
る
が
、
大
禮
よ
り
い
へ
ば
、
戦
後
の
法
律

に
依
て
奢
侈
品
の
範
圃
は
非
常
に
廣

め
ら
れ
陀

こ
い
ふ
こ
ε
が
出
来
る
、
.而
し
て
如
何
な
る
範
囲
に
撮
賑
せ
ら
れ
た
か
を
知
ら
ん
ε
せ
ば
、
奢
侈
品
の
種
目
を
明

に
せ
ね
ば
な
ら

沁
、
そ
こ
で
繁
を
厭
は
す
少
し
く
両
種

の
課
税
物
件
を
調

べ
て
見
や
う
ε
思
ふ
。

の
第

一
種
の
漕
修
品
即
ち
原
料
若
く
敵
加
工
の
方
法
に
依
り
奢
侈
品
ε
認
む

べ
き
も
の
は
左
の
如
し
。

り
貴
盆
踊

鋳
算

美

術
的
鍛
物
ら

陶
器
ら

硝
子
器

(A
凹
籍

舌

し
て
彫
刻
し
蝕
讐

施
し
意
匠
あ
・
着
果

し
漿

書
き
、
金
祭

(

(

論

叢

職

階
職
後

ド
於
け
ろ
濁
逸
税
制

の
墜
草

々
論
↑
(二
)

.
、

第
十
二
巻

(第
三
號

四
七
)

三
九

「



ノ 唱

「

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
る
濁
逸
税
制
の
墾
革
・な
論
ず

(
二
)

.

第
十
二
巻

(第
三
號

四
八
)

三
九
二

着

ぜ
う
も
の
.
B
鏡
即

ち
窓
や
戸

に
符
め
た

る
硝
子
、
絡
な
書
き
金
銀
メ
ッ
キ
な
し
着
色
模
様
た
施
ぜ
ろ
鏡

、家
具
其
他
室
内
疑
節
用
の
板
鏡

、c

光

常

硝
子
製
品
)
瑠

饗

製
・円

し
て
金
銀
ま島

・
ζ

し
た
・
あ

若
く
暑

色
模
墜

聾

・
む

助
轟

諸

藩

晶
画

麗

品
・

(

(

(

ラ

書
物

の
革
製
褒
装
、革
鞄
、履

(あ

る
種

ド
限

ろ
)
、
革
製
手
袋

、
革
製
室
内
設
備
品
、
其
他

の
革
製
品

(
}
定
の
例
外
が
あ
ろ
)
、
13
木
製
品

(翫
具
其

く

う

　

ラ
　

ラ

ラ

他
を
除
く
)

a
一
定
の
木
材
よ
り
製

ぜ
ら
れ

る
品
、
b
木
材
の
彫
刻

、
轆
轤
細
工
物
、

c
磁

器
、
14
編
縫
物

、
15
錦
瀾
、
天
鷲
絨
絹
、
ゴ
ベ
ラ

ン
原

(

(

〔

(

(

料

、
レ
ー

ス
、
刺
繍
等
ざ
合
し
て
製
ぜ
言

開
物
、
.

r

ラb

第

二

種

即

ち

使

用

の

日

的

を

見

て

高

率

を

課

す

る
物

は

左

の

如

し

〔
第

「
種

に

属

せ

ざ

る

も

の

に

限

る

)
.

一1

　

1
貴
金
厩
の
加

工
品
結
合
品

(小
賞
商
に
封
ず
る
奢
侈
税
の
物
艦
以
外
の
も
の
、
銀
蓋
懐
中
時
計
11
例
外
)
2
鼻
金
旙
的
細
工
物

(白
金
、
金
銀

な

(

(

ラ

ラ

　

コ

着

ぜ
た

ろ
物
)
3
牛
賢
石
、
↓
牛
賢
君
の
摸
造
品

、
5
琥
珀

、
黒
玉
、
珊
遡

象
牙

、
海
泡

、
眞
珠
母

、
鼈
甲
等
の
細
工
物
、
6
銅
、錫
、
ニ
ッ
ケ
ル

(

(

〔

(

細

工
物
、
是
等
全
艦
の
合
金
で
成

ろ
細
工
物
、
井
に
是

等
金
婦
若
く
は
合
金
為
着
ぜ
た
る
物

(例
外
此
稠
類
の
懐
中
時

計
、翫
具
及
眞
輸

の
眼
醒
ま
し

　

ラ

時

計
)
7
美
術
.
-
総
て
の
種
類
の
装
飾
品

(貴

金
属
若

く
は
貿
石
よ
り
成

る
細

工
物
民
小
費
者

に
封
ず
る
奢
侈
品

に
風
す

る
が
故
に
荘
に
齢

ゼ
3

(

r

ラ

ラ

2
彫
刻
物
井

に
室
内
装
飾
品
〔彫
塑
、
肯
豫
謁
な
含
む
・
バ
物
寓
眞
は
此
限
に
あ
ら
す
)
・
3
特
殊
の
紙

に
印
刷
し
た
み
物

に
し
て
出
版
鍛
の
少
き
も

(

(

ラ

ラ

ラ

ラ

の
及
其
他
の
紙
器

、
μ
手
持
罐

餐

其
撫

.叩、
σ
携
窪

銃
、養

分
.蕎

鷺

及
蒜

樂
、
㊥
洋
琴
、小
舞

、蓄
音
機
、
σ
玉
護

其
附

ラ

ラ

騒
品

、
8
水
陸

運

動
具

に
し
て

膿
動

機

に
依

て
動

く
も

の
若

く
11
真

性

買

上
草

薬

用

ス
ポ
ー

ト
用

に
供

ゼ
ら

る

、
も

の
及
其

附

属
叩品

、
9
小

見
車

K

(

し

て
金

銀
眞

諭
若

く

は

ニ
ッ
ケ

ル
海
若

ぜ
た

b
鐵

の
部

分

な
有

し
若

く

は
白

色

の
漆

な
塗

れ

る
も

の
、
10
革

製
品

の
生
産

に
用

一9
べ
き

毛
皮

〔」

定

ò

(

ラ

ラ

ラ

ラ

の

毛
皮

々
除

く
)

11

扇

、
12
弱

毛
製

の
婦

人

頸
巻

、
13

諸

種

の
羽

毛

、
14

護

謨

に
て

製

し
た

ろ
婦

人
用

油

引
帽

子

、
風

呂
槽

、
掻

土
器

(
ド

P
オ

ト

(

(

(

(

ラ

ラ

ラ

シ
)
、旅

行
具

、
海

綿

入
れ

、
煙

草

入
れ

、
外

套

、
15
香

水
若

く

ば
化

粧
品

、
16
秘
薬

、
17

諸
種

の
珍
貴

の
木

材

な
以

て
製

ゼ
か
散

策
杖

、
鰯

蟷

傘

、

ぐ

ぐ

馬
麺

例
外
書

画

あ
ら

ゆ
・
種
類

の
材
料
よ
塾

遣

し
た
ろ
人
形
犬

形
匝
・
獣

・但
し
李

五
セ

・
チ
{

ト
ル
以
上

の
も

の
に
限

る
・脚

時

(

(

計

、掛
げ
時
計
、立
ち
時
計

に
し
て
石
製
、
人
造
石
製
で
あ
ろ
か
叉
に
石
若

く
に
人
造

石
若
く
ば
陶
器
製
々
組
入
れ
て
製
ぜ
る
か
叉
に
界
金
園

ご
陶
器

ラ

コ

ご
尋
混
用
し
て
製

ぜ
る
も
の
、
m
鮎
燈
用

反
共
附
囑
晶

(個
鍛
及
び
鯉
口卯
の
原
料

に
付
さ
こ

定
の
條
件
を
具

へ
た
る
も
の
)
皿
劇
場
上
等

卒
土
間
、
22

{

{

(

、



.

ラ

ひ

ラ

錦
瀾

、
天
鳶

職

、
粗

天
鷲

絨

、
絹

、

毛
箒

エ
リ
製

ぜ

ろ
敷

物

、
掛

物
25

壁

の
被
覆

a
磁
器

製

b
紙

製

(金

銀
青

銅

の

メ

ソ
キ
し
た

も

の
響

く

ば
印
刻

吐

(

(　

し
六
も
の
若
く
ば
錦
欄
・
コ
ベ
ラ

ン
、絹
、
天
鷲
紬

、寧
等
々
摸
し
た
も
の
井

に
美
術
的
壁
布

・
其
他
の
材
料
工
嚇
戎
馬
ε
も
の

〔粘
土
製
、
石

製

(

ラ

叉
は
軟
木
製

に
し
べ
板
張
こ
な
っ
て
み
な

い
も
の
に
之
な
除

く
)
24
行
李
旅
嚢

〔蔵
製
叉

に
植
物
繊
維
素
に
印
刻
し
た

る
も
の
&
り
親

し
、
六
十
五

N

セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
長
さ
を
有
す
ろ
も
の
〕
及
1・
ラ

ン
ク
、
25
洗
濯
の
出
来

ろ
着
物
其
他
類
似
品

(其

一
ば
下
着
、
夜
具
、
卓
布
「拭
布
其
他
嫁

(

事

用
布
に
し
て
絹
、
牛
絹

、淋
で
製
し
た
も

の
、他

の
原
料
で
製
し
大

も
の
な
れ
ば
縫
線

や
刺
繍

や
若
く
ば

一
定
の
飾
な
加

へ
た
し
の
波
腹
衣
.其

ヱ
に
'

コ
ル
セ
ッ
ト
に
し
て
錦
瀾
、
天
鷲
絨

、絹
、麻
で
製
し
た
も
の
、他

の
原
料
で
製
し
た
も
の
な
れ
ば
笹
縁

や
刺
繍

や
若
く
11

一
定
の
衝

心
加

へ
た
し
の

う26
上
衣

(
錦
欄
、
絹
天
鷺
戦
、
絹
の
粗
霧
若
く
ば
毛
の
粗
.端
、
純
絹
よ
り
製
し

穴
ろ
も
の
、
他

の
原
料

二
り
製
し
た
る
も
の
な
れ
ば

金
驕
繊
維

葎
組

(

ラ

ラ

み
入
れ
る
か
若
く
は
笹
縁

や
刺
繍

や
其
他

の

】
定

の
節
々
附

け
た
も
の
井
に
絹

の
裏

付
な
し
た
男
子
用
上
衣
)
27
其
他
の
衣
類

、
a
綱
細
工
及
織
物

(

(

ビ

ラ

の
絹
で
製
し
た
も
の
、
他
の
原
料
で
製

し
た
も
の
な
れ
ば
金

繍
繊
維
な
組
み
入
れ
う
か
若
く
に

笹
縁

や
刺
繍

や
其
他

一
定

の
師
な

附
け
た
も
の
b(

覆
面
・
脚
絆

・
顛
被
、
捲
付
布
、
肩
掛
、
前
掛
、
蝸
蠣
鍛
其
他
日
覆
で
錦
瀾
・
絹
天
鷲
絨

、
絹
の
粗
毬
、毛
の
粗
義

、
純
絹
等
で
製
し
た
も
の
、他

の

原
料
凍
り
製
し
た
も
の
な
れ
ば
笹
縁

や
刺
繍

や
其
些

定

の
爺
か
付
け
た
も
の
・
の
臥
床

の
上
被
、
帳
幕
、
窓
掛
に
し
て
、
錦
欄

、
天
鷲
絨

、
粗
大

(

エ

鷲
絨
、
絹
等
で
製
し
た

る
も

の
、
其
他

の
原
科
で
織

っ
た
物
は
定
め
ら
れ
た
條
件
に
漣

へ
う
も
の
、
29
其
他

の
蓋
ひ
物
及
枕

ド
し
て
錦
瀾
、
天
鵞
絨

、

(

粗
天
鷲
.戦
、ゴ
絹
、
牛
絹
、

麻
等
で
製

し
た
も
の
・

其
他
の
原
料
で
製
し

た
も
の
な
れ
ば
金
輪
繊
維
・

駐
條
・
笹
縁
、
刺
繍
其
他
の
飾

な
加

へ
た

み

ラ

ラ

も
の

(粗
大
篶
線
型
族
行
用
粗
盛
井
に
毛
、

綿

、
海
草
で
製
し
た
旋
行
用
粗
廃
芝
浦
團
ε
ば
之
な
除
く
)

30
衣
類
の
飾

と
な

み
品
、

a
繰

の
あ

ろ

(

(

エ

ラ

総
て
の
禰
類
の
紐
、
b
縁
の
め
ろ
刺
繍

や
レ
ー

ス
で

一
定

の
長
さ
幅
を
有
す
う
も
の
・

c
総
て
の
絹
製
編
物
で

一
定

の
長

さ
幅

な

有
す
る
も
の
井

く

く

に
全
篇
繊
維
愚
編

み
入
れ
た
も

の
、
の
前
掲
の
物
で
錦
禰
、
天
鷲

絨
・

粗
天
鵞
絨
・

絹

・

金
騙
繊
維

、
玻
璃
珠
だ
加

へ
て
手
工
で
製
し
た
も
の
鋤

(

(

帽
子
、
頭
巾

に
し
て
錦
欄
、
絹

、
絹
天
鵞
絨
で
製
し
六
も
の
・
其
他

の
原
料
よ
り
製
す
ε
す
れ
ば
登
條

、
笹
縁
、
刺
繍

付
き
の
も
の
、
叉
は

↓
定

の

凋
毛
為
加

へ
六
う
も
の
、
井

に
マ
ニ
ラ
帽
…、
パ
ナ

マ
帽
、
盤
谷
網
、

フ
ロ
レ
ン
ス
帽
、
眞

田
帽

、
鋤

チ
ョ

コ

レ
ー

ト
、
及
巴
旦
杏

、
其
他

の
凪
爪蛮

.

(

や
、
汁
液

ρ
、
甘
露
酒
を
入
れ
て
製
し
た
煎
.乎

・

論

叢

職
時
戦
後

に
於
け

る
濁
逸
税
制

の
攣
草
々
論
↑
(
ニ
リ

第

十
二
巻

(第
三
號

四
九
)

三
九
三

〆

●

,

、



論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
濁
洗
粉
制
の
製
革
た
論
ず
(二
}

第
十
二
務

(第
三
號

五
Q
)

三
九
四

是
等

の
課
税
物
件
を
黙
検
す

る
ε
、奢
侈
品

ざ

い
ふ
よ
り
も
必
需
品

に
近

い
も

の
も

怨

い
で
は
な

い
、
併

し
乍
ら

ロ

之
ε
て
も
普
通
の
必
需
品
ε
同

一幽親
し
て
は
な
ら
盟
、
普
通
の
必
需
品

ぜ
同

一
現
す

べ
か
ら
ざ
る
も
の
た
る
以
上

は
、
中
以
上
の
階
級
の
消
費
す
る
も
の
`
せ
ね
ば
な
ら
訟
、
継
て
奢
侈
品
は
非
常
に
震

い
も
の
ε
な
り
」
奢
侈
品

税
は
非
常
に
多
く
の
牧
人
を
齎
ら
す
こ
ε
に
な
ら
う
、
従
来
奢
侈
挽
は
牧
入
比
較
的
少
き
が
故
に
財
政
家

に
喜
ば

れ
な
か
っ
だ
が
、
猫
逸
の
此
「挽
は
空
く
財
政
家
03
敷
}迎
す

る
虜

ε
な
る
に
相
違
な
い
。

暦
修
品
税
は
奢
侈
品
を
生
産
す

る
者
や
販
宣
す
る
者
を
税
せ
ん
ε
す

る
の
で
な
く
、
其
奢
侈
品
に
依
て
樂
を
享

く
る
者
を
税
せ
ん
巴
す
る
の
で
あ
る
、
故
に
買
主
が
草
薬

の
爲
め
に
買

っ
た
の
で
な

い
ε
せ
ば
斯
る
高
牽
を
以
て

税
す

べ
き
で
な
い
、
を
こ
で
法
.律
は
生
産
者

に
課
し
セ
る
品
物
に
就
て
は
、
其
買
主
の
讃
明
に
依
て
其
代
領
の

】

割
を
戻
し
、
小
費
商

に
課

し
セ
る
品
物

に
於
て
は
、
其
買
主
の
讃
明
に
依
て
視
牽
百
分
の
十
五
さ
千
分
の
十
五
の

差
額
を
彿
ひ
戻
す
ε
定
め
て
み
る

(二
〇
條
二
四
條
)。

此
の
如
く
奢
侈
枕
は
段

々
税
率
を
高
く
す

る
に
依
て
消
費
に
課
す
る
の
趣
旨
を
表
は
し
赤
り
、
流
通
税
ご
い
は

も

リ

へ

も

ヘ

マ

ユ

あ

も

ヘ

ヤ

へ

し

で

ミ

た

ら

も

へ

も

ヘ

ヘ

へ

ん
よ
り
は
消

費
税
の
性
質
を
帯

び
て
來
た
、
併

し
普

通

の
浦
費
枇

は
主

ε
し

て
貧

民

に
課
す

る
こ
ε

に
な

る
が
、

マ

ヤ

マ

あ

　

じ

た

カ

や

も

た

り

や

も

い

へ

ち

や

も

セ

へ

も

も

り

　

へ

し

い

を

セ

へ

し

も

も

も

や

も

セ

も

ひ

奢
侈
視
は
比
較
的
富
め
る
階
級
を
視
せ
ん
ざ
す
る
の
で
あ
る
、
殊
に
高
度
の
奢
侈
品

に
税
す
る
も
の
に
於
て
さ
う

、

、

、

、

、

、

、

℃

、

、

、

、

覧

、

、

、

、

、

、

℃

、

、

、

、

、

、

、

、

で
あ
る
、
足
れ
亦
凋
逸
税
制
改
革
の
精
神
の
存
す
る
所
こ

い
は
ね
ば
な
ら
澱
。

　

　

　

　

　

り

特
殊

の
給
付
税

は
左

の
給
付

に
税
す

る
(二
+
五
隆

も

の
で
あ

る
。

¶

.

,



,

ド

而
し
て
是
等

の
給
付

に
謝
し

て
は

一
割

の
税
が
課

せ
ら

る

の
で
あ

る
、
然

る
に
廣
告

が
新
聞
や
雑
誌

に
載

せ
ら

る

る
ε
き
は
之
を
輕
減

し
て
左

の
如

き
拳

ご
す

る
。

廣
告
裂

料
の
額

雑

「

獲

・鍵

料
の
額

馨

初

め

の

;
。
・§

麻
以

上

臥
%

[

次

ぎ

の
.

蓉

、
・。
・
麻

以

上

昌

吐
%

次
ぎ
の

頁

§

麻
呈

翫
%
一

次
ぎ
の

一8

、§

麻
以
上

・劣

　

次
ぎ
の

言
O
、〔OO淋
以
上

生
.%

一

次
ぎ
の

;
0
、0ロO麻
以
上

巴
%

.

次
ぎ
の

Hδ
0
、OOO麻
以
上

氏
%

次
ぎ
の

一8
、OOO
麻
以
上

住
%

贋
書

が
新

聞
や
雑
誌

に
載

せ
ら
れ
な

い
限

b
視
準

は
百

分
の
五

に
軽

減
せ
ら
れ

る
。

是

等

の
特

殊
給
付
枕

は
薪
傍

視

に
近

い
所

も
あ

る
、
特

に
廣

告
や

乗

る
爲

め

に
動
物

を
煙具
資

す

る
も

の

に
課

す

る
税
・
如
き
・
れ
・
…

何
費

せ
盛

勢

・
表
現
・
∬

・
の
で
あ
・
蛮

、
之
箱

當
の
撃

課
毒

は

不
當

で
み

る
ε
謂

ふ
こ
ε
が
出
來

漁
。
藪

に
も
亦

富
者

露
課

の
精
神

を
窺

ふ

こ
ご
が
出
家

る
。

チ

む

　

1

廣

肯
海

引
受

く

る
こ

ε

、
但

し

公

の
選

離
.
ト
關

す

ろ
も

の
11
此

限
り

争
、
菰

ゼ

.

騨

署

琿

蓋

・通
罠

家
・
葵

・
影

響

蔑

L
、
百

苦
堂

複
玉
麻
・
上
・
講

な
滑
る
・
・、

:

'
嚇
暮

春

鰹

券
・
薇

物

資
禽

譲

細
工
麹

石
音

其
加
工
品
食

品
、
馨

彫
刻
物
鑑

・叩
、
革
製
・叩
、
革
製
の
鯖

.叩
の
寄
託

(

o
o

ラ4
果
ろ
爲
め
に
動
物
心
賃
貸
す
ろ
こ
こ

(
是
等

の
給
付

の
性
質

に
從

て
租
挽

は
廣
告

税
、
宿
泊

税

、
寄
托

視

、
動
.物
賃
貸

税

ε
い
ふ
こ
ご
が
出

張
や
う
、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

論

叢

五

、
郵
便
電
信

非
常

税

巴
料

金

の
引

上

職
.時
戦
後
ド
於
け
る
濁
逸
税
制
り
製
革
な
論
ず
〔二
)■

第
十
二
巻

(第
三
號

五

一
)

三
九
五

、



'

.
論

叢

職
畦
織
後
に
於
げ
る
猫
逸
税
制
の
製
革
な
論
ず
(二
}

、第
十
二
巻

〔第
三
號

五
二
)

三
九
六

郵
便
電
信
非
常
税
は
郵
便
電
信
の
料
金
に
附
加
し
て
徴
股
す

る
非
常
視
で
あ
る
。

一
九

一
六
年
六
月
二
十

…
日

の
法
律
を
以
て
初
ま
る
。

郵
便
電
信

に
封
ず
る
税
で
あ
る
以
よ
は
、

一
の
流
通
枕
ε
看
做
さ
ね
ば
な
ら
澱
。
併
し
郵
便
電
信

の
料
金
を
高

め
て
も
同

一
の
結
果
を
得

る
の
で
あ
る
。
庭
が
郵
便
電
信
の
料
金
さ

い
へ
ば
、
事
の
性
質
上
之
を
乎
敷
料
ε
看
做

す

べ
き
で
あ
る
。
其
其
料
金
が
国
家
の
行
爲
に
封
ず

る
反
封
給
付
た
る
限
度
を
超

ゆ
る
ε
き
は
、
共
起
渦
部
分
ぱ

手
敷
料
で
な
く
し
て
流
通
税
で
あ
る
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
來
る
。
是
が
故
に
手
敷
料

ε
流
通
税
・こ
の
限
界
は
理
論
上

之
を
立
て
る
こ
ε
が
出
来
て
も
費
際
上
之
を
立
て
る
こ
ε
は
山ハ
ケ
救

い
。
そ
こ
で
余
は
藪
に
郵
便
電
信
非
常
税
ε

郵
便
電
信
料
金

の
引
上
ε
を
互
に
關
囃
す
る
も
の
ε
る
て
槻
察
し
や
う
・し
患
害
。

猫
逸
帝
国
に
於
て
は
郵
便
電
信
は
、
戦
前

に
於
て
相
當
の
牧
盆
ぞ
擧
げ
て
居

つ
虎
の
で
あ
る
が
、
天
職
に
入
っ

て
よ
b
年

々
歳

々
不
足
を
生
す

る
に
至
っ
た
、
是

に
於
て
政
府
は
郵
便
電
信
の
料
金

に
附
加
し
て
臨
時
穐
を
徴
す

る
の
方
針
を
探

る
様
に
な

つ
だ
、
郵
便
電
信
税
ご
い
ふ
も
の
＼
、
結
果
に
於
て
は
郵
便
電
信
の
料
金
引
上
ε
同
じ

二
ε
に
な
る
の
で
あ
る
。

此
法
案
が
初
て
議
曾
に
提
出
せ
ら
れ
陀
ε
き
は
相
當
の
反
射
も
あ
っ
た
、
殊
に
泄
會
蕪
の
方
面
よ
り
激
し
一
駁

撃

せ
ら
れ
た
、
其
理
由
ε
す

る
所
は
交
通
の
制
限
が
不
可
で
あ
・る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
政
府
當
局
者
も
交
通
の
制

限
は
之
を
認
め
郵
便
電
信
は
百
分
の
五
位
城
塁
す

る
で
め
ら
う
ざ
豫
想
し
て
み
た
、
.併
し
帝
国
の
財
臓
難
は
郵
便

.



'

電
信
税
を
も
課
せ
す
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
從
來
郵
厘
に
投
じ
セ
る
資
本
は
十
三
億
五
千
五
百
萬
鷹
に

上
て
居
る
が
、
此
税
を
課
す

る
に
於
て
初
て
此
投
資

に
謝
し

一
割

一
分
の
利
益
を
得
る
こ
ビ
が
出
家
る
ε
、
政
府
は
.

聲
明
し
た
。
議
會
は
政
府
の
財
政

の
窮
状
を
認
め
政
府
集

に
多
少
の
修
正
を
加
て
通
過
し
た
。
此
く
し
て

一
九

一

⊥
ハ
年
六
月
二
十

一
日
の
法
律
が
出
て
来
た
。

、
.

・

其
時
戦
争
が
進
む
に
從
て
、
凋
逸
帝
国
の
財
政
は
愈

々
困
難
こ
な
る
の
み
な
ら
争
物
償
も
騰
貴
し
來
b
π
れ
ば
、

郵
便
電
信
料

に

一
九

叫
六
年
の
郵
便
電
信
視
を
加
ふ
る
も
、
侮
以
て
郵
便
電
信

の
経
費
を
支
辨
す
る
に
足
ら

漁
や

う
に
な

っ
て
来
た
。
そ
こ
で
其
後
二
年
を
隔
て

、
再
び
郵
便
電
信
税
の
引
上
を
計
叢
す

る
に
至

つ
把
、肚
會
蕪
は
又

之
に
大
に
反
謝
し
允
。
真
説
に
曰
く
、
此
の
如
く
郵
便
電
信
料
を
引
上
げ
て
已
ま
な
け
れ
ば
、終

に
禁
止
視
ε
な
み

セ

ド
　

で
あ
ら

う
、
文
化

に
逆
行
す

る
も

の
で

め
る

ご
い
ふ

の
で
あ

っ
た
。
.併

し
此

法
案

も
亦
議

會
を

通
過

し
て
、

一
九

一
八
年
七
月

二
十
六

日
の
法
律

こ
な

っ
た
。
.

ロ

む

む

む

む

　

む

む

郵

便
電
信

税

の
客
禮

己
な

る
も

の
は

、
云

ふ
.迄

も

な
く
手
紙

、
端
書

、
償
格
表

記

の
手
紙
、
郵
便
委
任
欺

、
小

包

、
電
信

、
氣
逡
書
信
(
.氣

迭
端
書

等

で
あ

る
、
印

刷
物
、
商
業
用

書
類
、
商
品

見
本

、
郵
便

為
替

、
新

聞

の
日

.
途

は
之
を
冤

視

ざ
す

る
。

税

率
は
左

の
如

く
で
あ

る
。

論

叢

職
階
戦
後

に
於
げ
る
猫
逸
税
制

の
製
革
な
論
ず
(
二
)

第

十
二
巻

(第
三
號

五

三
)

三
九
七
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論

叢

客

戦
時
戦
後
に
散
り
ろ
㈹
逸
税
制

の
愛
車
為
論
ず

(
二
)

艦

課

脆

標

準

　

纏

{

二
響

難
題
㈱
郵
便

紅

鶴

が

下

四
…
瞥

業

用

書

類

五

商
ぽ而
見
本

(百
瓦
以
上
)

六

混

淆

郵

送

棄

包
擁
量
五
薬
楓
{

郵
便
電
山情
料
　金
に
附

加
す

る
税
額

電

位

プ
フ

:

ヒ
)

-

一

一糞

年
法

二
十
瓦
以
下

一【£

二
十
瓦
以

上
百
五
十
瓦
以
下

二
、五

距
離
七
十
五
基
米
以
下

距
離
七
十
五
基
米
以
上

五
、

「「
、
皿

」

二
「
五

モ
一
〇
、

死
一(
卑
怯

ヨ
、

'

　
0
、

五
、

二
、
孤

五
、

】一
、

一

一盃
五
、
.

耳
、菩

五
、

一誓
量

、

郵
便
電
信
料
税
は
巴
威
爾
ヴ

ニ
ル
プ
ソ
ベ
ル
グ
等

の
郵
便

ヒ

税
に
該
賞
す
る
も
の
を
帝
國
々
庫
に
佛
は
ね
ば
な
ら
漁
。

郵
便
電
信
料
税
は
戦
時
の

一
時
的
課
税
こ
し
た
、

第
十

二
巻

(第

三
號

五
四
)

客

課
税
標
準

三

九
八

,

郵

便

電
』恰
料
金

に
附
…

加

す
ろ
税
額

(単

位

プ

フ

エ

ニ
ヒ
)

　

　

晃
コ
輩
法

慮
量
五基
轟

聾

蕊
騨

姫
離
七
十
五
蛙
泳
以
下

・
塁

響

{距
離
七
十
五
基
米
以
上

九

郵

便

委

任

状

・
郵
篶

替
{蘇

響

'

・
.・信
繍

騨

翻

羅
額

一
二

魚
逡
童
口信
及
端
書

=
二

電

話

料

基
本
料
金
に
黝
し

西

「
電
話
参
加
者

の
蓮
活
二

通
話
料
に
謝
し
)
"

「
五

長

距

離
…
電
活
料

一
も

之

を

課

す

る

こ

ε

＼

な

る

か

ら

、

割 勘m-tII

一空
.(
卑
怯

蓋

、

吾

、
臨
、

一
〇
、

・

E
、

皿
、

言

、
呂
、

一
五
、

五
、

.

二
割
二
割
二
割

此
面
聯
邦
は

故
に
戦
後

に
於
て
は
之
を
磨
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
現
に
法
律
は

干
和
條
約
締
結
後
遅
く
嬉
も
二
年
内

に
之
を
廃
す
る
こ
ε
に
な

っ
て
居

る
、
但

し
議
會
が
之
を
徴
せ
な

い
ご
き
は

此
限
で
な

い
(四

條
〉。
郵
便
電
信
非
常
挽
は
之
を
屡
す
る
ε
せ
ば
、
戦
前

の
料
金
で
や

っ
て
行
く
こ
ご
に
な
る
が
、



の

そ
れ
で
は
損
失

を
償

ふ
こ
ど
が
出
来

海
、
そ

こ
で
職

・後

に
於

て
郵
便
電
信

の
料
金
引
上

ぎ
な

っ
て
現

は
れ
來

π
の

で
あ
る
、
そ
れ
が
即

ち

一
九

一
九

年
九

月
八
「日

の
法

律

の
定
む

る
所

で
め

る
。

今
戦
前

、
戦
勝

、
戦
後

に
於

け

る
郵
便
電
信
電

話

の
牧
人
を
比
較
す

る
ε
左

の
如

く
で
あ
る
。

(干
蹴
鷺
、位

}

九 九.九 九 九 九 九
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六
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〇
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五
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時

脱

薯

、ゼ
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一
二
八
、
一
口
〇

ニ
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内
、
(
0
0

　己
二
、
一
〇
〇

舳脳
腕
叫物

傾

鵬脇
見貝
一ト

因

ろ
郷

費

の
増

加

一
六
四
、
距
O
O

果
O
δ
8

豆

O
、
口
8

差
引
渦
不
足
合
計
足

V

(
×

不

× × ×

曇
「
カ
0
ロ

一
四
三
、
四
〇
〇

六
　苑
、
一石
〕

霊
知
、
五
D
O

右
の
表
に
依
て
之
を
観

れ
ば
馬
郵
便
電
信
電
話
の
牧
入
は
不
足
を
告
ぐ
る
こ
ε
年
を

逐
て

次
第
に
多
く
な
「っ

コ

た
、
其
原
因
の
主
な
る
あ

は
職
鷲

於
け
る
物
贋
騰
貴
に
因
る
縄
費
霜

加
で
あ
る
、
戦
時
に
於
け
る
物
慣
騰

り

貴

に
因

る
脛
費

の
増
加

の
中

に
は
、
郵

便
電
信
電
話

用
材
料

の
償
格
騰
貴
も
存
す

る
が
、
勢
働
時
間

の
短
縮
熱
賃

の
壇

加
誓

が
共
重
な

る
も

の
で
あ

る
、
戦

後
諸
材
料

の
、慣
格

が
低
落
す

る
こ
ε
は
あ
ら

う
け

れ
ざ
も

、
勢
賃

の
減

少
は
容
易

に
望

む

こ
ざ
が
出
来

阻
、
是

が
故

に
郵
便

電
信

電
話
の
敗
入
を

し
て
不
足

な

か
ら

し
め
や
う

ε
せ
ば

、

】
方

に
於

て
は
経
費
を
賊
す

る
ε
同
特

に
、
他
方

に
於

て
な
料
金

を

高

め
ね
ば
な
ら

盟
。
所

が
経
費

の
減
少
は

、

論

叢

戦
時
職
後
に
於
げ
ろ
獅
逸
税
制
の
愛
車
存
論
ず
(二
)

第
+
二
巻

(第
三
號

五
五
)

三
九
九
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論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
蜀
逸
税
制
の
攣
草
々
論
ず
(二
)

.第
十
二
巻

へ第
三
號

五
六
)

四
〇
〇

郵
便

物

分
類
等

を
簡

便

に
し
、

小
包
取

扱

の
最
高
限

を
下

し

て
勢
費
を
省

く

こ
ご
に
依

て
多
少

之
を
期
す

る
こ
ε

の

む

　

む

む

が
出
家

る
け
れ
こ
も
、
そ

は
差

し
て
人
な

る
額
を
な

す
も

の
で
は
な

い
、
そ

こ
で
問

題

は
料
金

の
引

上
げ

に
集

て

來
ね
ば
な
ら

億
。

今
新

し
く
引

土
げ
ら

れ
た
料
金

ご
嘗

料
金

ε
を
比

較
す

る

ε
き

は
左

の
如

く
で
あ

る
、
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募
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八
+
丈
)

三
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〇

(最
低

一
席
)

く新鋼
電
報

は
此
牛
額

電
話
料
は
臨
時
税
が
塵
せ
ら
る
、
ざ
共

に
戦
前
の
料
金
の
二
倍
ε
な
・つ
た
。

以
上
述
ぶ
る
所

に
依
て
之
を
観
れ
ば
、
郵
便
電
信
電
話
料
は
大
禮
曹
料
金
に
戦
時
の
郵
便
、電
信
料
を
加

へ
た
る

も
の
ε
同
じ
様

に
奪

っ
て
み
る
。
果
し
て
然
ら
ば
戦
時

の
郵
便
電
信
税
は
職
後
に
も
継
繧
し
て
居
る
ε
見

て
も
差

支
な

い
、
之
を
料
金
ご
.云
ひ
、
之
を
租
税
ご
い
ふ
、
名
稽
の
孚

に
過
ぎ
慮
。

⊥
ハ
、
結

論

以
上
論
ず
る
所
に
依
て
之
を
観
れ
ば
、戦
時
戦
後
に
於
て
凋
逸

の
流
通
税
は
大
に
進
歩
し
た
、
而
し
て
其
進
歩
は

三
の
方
向
に
表
は
れ
た
、
其

一
は
印
紙
税
`
い
ふ
名
構
の
視
か
ら
分
岐
し
て
種
々
の
濁
立
せ
る
税
が
並
立
す

る
や

論

叢

職
儲

覆
に
於
け
ろ
濁
逸
輸

の
撹
砦

論
す
三
}

卑

二
巻

(第
三
號

五
圭

四
2



論

叢

戦
時
戦
後
に
挫
け
ろ
獅
逸
税
制

の
鱒
革
存
論
ず
(
二
)

第
十
二
巻

〔第

三
號

五

八
)

四
〇
二

5

に
な

っ
た

こ
ご

で
あ
る
、
其

二
は
総

て

の
取
引
行

爲

を
捕

へ
て
遺
漏

の
な

い
や

う

に
進

で
來

π

こ
ε
で

あ
る
、
其

三
は
税
率
.が
漸
次
高
く
な
っ
て
来
て
富
者
階
級
を
重
く
祝
す

る
こ
い
ふ
趣
旨
が
次
第
一

に
現
は
れ
て
來
た
こ
ε

で
あ
る
。
第

一
の
進
歩
の
傾
向
は
殆
ご
贅
す
る
必
要
が
な
い
、
第
二
第
三

の
進
歩

の
傾
向
は
藪
に

一
言
を
費
す
の

必
要
が
あ
る
。

一
騰
流
通
税
ε

い
ふ
は
財
の
移
韓
を
捕

へ
て
税
す
る
ち
の
で
あ
る
、
凋
逸

の
流
通
税
.は
戦
後
に
至
て
あ
ら
ゆ
る

財

の
移
韓
を
捕

へ
て
漏
ら
す

こ
ε
が
な

い
や
う
に
な
っ
た
、
土
地
獲
得
視
に
依
て
不
動
産
の
移
轄
を
梳
し
、
印
紙
税

に
依
て
、
有
償
證
券
の
獲
行

ξ
萱
買
取
引
ε
を
枕
し
、
更
に
貨
幣
の
取
引
を
税
し
、
保
険
契
約
を
税
し
、
侮
進
ん

で
は
取
引
所
に
於
け
る
商
品

の
取
引
迄
を
も
税
し
、
取
引
税
に
依
て
、

一
般
の
商
品
を
枕
し
、
奢
侈
品
を
税
し
、
、

ロ
廣
告
寄
托
動
物
の
賃
貸
迄
を
税
し
、
貨
客
運
送
視
井
に
印
紙
税
の
荷
物
證
券
税
に
依
て
蓮
逡
を
税
し
て
み
る
、
是

れ
余
が
流
通
税
が
殆
こ
す

べ
て
の
財
の
移
轄
を
捕

へ
て
る
る
ざ
い
ふ
所
以
で
あ
る
。

流
通
税
は
、
所
得
税
、
財
産
税
、
牧
益
税
等
を
補
ふ
税
で
あ
る
か
ら
、
本
来
の
性
質
よ
b
い

へ
ば
餓
り
税
率
を

奇
く
す

べ
き
も
の
で
な

い
、
醗
b
税
率
を
高
く
す
れ
ば
、
流
通
税
よ
b
も
他
の
視
の
性
質
を
帯
ぶ
る
に
至
る
か
ら

で
あ
る
。
然
る
に
㎜拗
逸

の
流
通
税
は
漸
次
税
率
を
高
く
す
る
に
至
っ
た
「
奢
侈
品
の
取
引
税
が

一
割
五
分
、
特
殊

給
付
視
が

一
割
、
土
地
獲
得
視
が
百
分
の
六
、
貨
幣
取
引
税
の
最
高
牽
が
百
分
⊥
ハ
、
重
役
報
酬
視
が
二
割
の
如
き

は
、其
著
し
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
如
き
税
率
の
高
く
な
れ
る
も
の
程
、
叉
流
通
税
の
匠
域
よ
り
脱
し
て
他

の
視
の
匠
域
に
入
ら
ん
ご
す

る
勢
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
.、
碧
移
税
、
貨
幣
取
引
税
、
重
役
報
酬
視
の
如
き
、

其
著

し
き
も
の
で
あ
る
、
凋
逸
の
流
逋
税
は
、
戦
前
に
於
て
間
接
税
の
名
に
隠
れ
て
直
接
税
を
課
す

る
道
且
ハ
に
使

は
れ
て
る
陀
が
、
戦
時
戦
後
に
重
て
愈

々
其
色
彩
を
濃
厚

に
す

る
や
う
に
な

っ
た
ピ
謂

は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

戸
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